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舞
台
が
丘
整
備
事
業

市
役
所
本
庁
舎
増
改
築 
及
び

　

新
市
立
図
書
館
の
基
本
設
計
が
で
き
ま
し
た

　

昨
年
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
説
明
会
や
懇
談
会
を
通
じ
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

「
東
御
市
舞
台
が
丘
整
備
基
本
構
想
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
度
か

ら
、
市
役
所
本
庁
舎
や
市
立
図
書
館
、
中
央
公
民
館
な
ど
舞
台
が
丘
一
帯
の
公
共

施
設
の
総
合
的
な
整
備
に
つ
い
て
、
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
具
体
的
な
整
備
計

画
の
手
続
き
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
図
書
館
を
含
む
（
合
築
す
る
）
市
役
所
本
庁
舎
の
増
改
築
に
つ
い

て
基
本
設
計
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

設
計
に
お
け
る

基
本
と
な
る
４
つ
の
方
針

　

基
本
設
計
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
次

に
掲
げ
る
方
針
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

１ 
新
庁
舎
と
既
存
施
設
と
の

　
  　
　
　
　

有
機
的
な
結
合

　

現
在
、
本
庁
舎
周
辺
の
建
物
（
庁
舎
別

館
、
舞
台
が
丘
会
館
等
）
は
必
要
に
応
じ

て
順
次
建
設
さ
れ
て
き
た
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
が
独
立
し
、
一
体
感
の
な
い
施

設
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
基
本

設
計
で
は
、
増
築
部
分
を
単
に
付
け
足
す

だ
け
で
な
く
、
増
築
部
分
に
新
設
す
る
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
空
間
や
回
廊
の
整
備
、
渡
り

廊
下
の
再
整
備
に
よ
り
各
施
設
に
一
体
感

を
持
た
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
に
囲
ま
れ
た
部
分
に

つ
い
て
は
中
庭
と
し
て
整
備
し
、
市

役
所
や
新
図
書
館
を
利
用
す
る
市
民

の
交
流
や
賑
わ
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

２ 
高
い
防
災
機
能
を
確
保

　

市
役
所
は
、
市
の
中
心
施
設
と
し

て
高
い
防
災
機
能
と
、
災
害
時
に
お

け
る
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
十
分

な
安
全
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
庁
舎
西
側
の
耐
震
改
修
及
び

東
館
増
築
部
は
国
の
基
準
に
従
い
、

阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
沖

地
震
の
最
大
震
度
７
程
度
の
大
地
震
に
も

十
分
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
強
度
を
確
保
し

ま
す
。

☆
本
庁
舎
正
面　
　
　

の
部
分
に
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
空
間
（
通
路
）
を
配
置
。
南

側
駐
車
場
か
ら
も
各
施
設
へ
自
由
に
連

絡
し
ま
す
。

☆
各
施
設
に
囲
ま
れ
た　
　
　

の
部
分
に
、

交
流
空
間
を
設
置
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
の

交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

 【
図　

基
本
設
計
が
で
き
た
エ
リ
ア
】

〔基本設計による模型〕〔基本設計による模型〕



3
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３ 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
  　
　
　
　
　
　

へ
の
配
慮

　

全
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
施
設
を
目

指
し
ま
す
。
各
施
設
の
段
差
の
解
消
を
は

じ
め
、
施
設
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

図
る
た
め
次
の
点
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
導
入

　

市
役
所
本
館
及
び
新
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
各
階
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
確
保
し
ま
す
。

○
ス
ロ
ー
プ
の
導
入

　

各
施
設
間
の
段
差
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置

し
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
で
も
全

て
の
施
設
へ
の
移
動
を
可
能
と
し
ま
す
。

○
床
の
フ
ラ
ッ
ト
化

　

増
築
部
と
既
存
建
物
の
床
高
を
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
段
差
を
無
く
し
、
各
施
設

の
床
は
段
差
の
な
い
設
計
と
し
ま
す
。

○
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置

　

耐
震
改
修
及
び
増
築
に
あ
た
り
、
全
て

の
フ
ロ
ア
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま

す
。
障
が
い
の
あ
る
方
や
子
ど
も
連
れ
、

妊
婦
の
方
も
使
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え

ま
す
。

○
通
路
幅
の
確
保

　

施
設
内
外
に
お
い
て
、
十
分
な
通
路
幅

や
安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
を
し
ま
す
。

４ 
周
辺
環
境
に
調
和
し
た

　
　
　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン

　

周
囲
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
統
一
感

や
ま
と
ま
り
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。

【
本
庁
舎
各
フ
ロ
ア
の
概
要
】

１　

階

　

窓
口
利
用
の
多
い
市
民
課
・
税
務
課
・

会
計
課
・
子
育
て
支
援
課
が
入
り
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
挟
み
、
フ
ロ
ア
全
体

で
大
空
間
を
確
保
し
、
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

２　

階

３　

階

　

３
階
は
議
会
棟
と
し
て
継
続
し
て
使
用

し
、
議
場
は
現
在
よ
り
拡
張
し
ま
す
。
傍

聴
席
に
は
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
車
い
す

で
も
容
易
に
入
場
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 

　

フ
ロ
ア
を
用
途
に
よ
り
、
３
つ
の
ゾ
ー

ン
に
分
け
ま
す
。
集
会
・
会
議
ゾ
ー
ン
は

西
側
に
集
約
し
、
必
要
に
応
じ
て
部
屋
の

大
き
さ
や
室
数
を
変
更
で
き
る
よ
う
移
動

間
仕
切
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
会
議
室

は
緊
急
時
の
「
災
害
対
策
本
部
」
と
し
て

の
機
能
を
持
た
せ
ま
す
。
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【
新
図
書
館
の
フ
ロ
ア
概
要
】

  
１　

階

　

中
庭
と
一
体
的
に
利
用
で
き
る

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル（
玄
関
口
）

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
３
階
の

一
般
閲
覧
室
と
は
性
格
の
異
な
る
、

郷
土
資
料
や
行
政
資
料
な
ど
を
閲

覧
す
る
た
め
の
落
ち
着
い
た
場
所

と
し
ま
す
。

  
２　

階

　

現
在
の
舞
台
が
丘
会
館
の
２
階

と
な
り
ま
す
。
図
書
館
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
も
利
用
で
き
る
多
目
的
集

会
室
・
学
習
室
と
し
て
使
用
し
ま

す
。

  
３　

階

　

新
図
書
館
の
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
と

な
り
ま
す
。
眺
望
の
良
さ
を
活
か

し
て
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
し

ま
す
。
１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
移

動
に
は
階
段
の
他
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
し
、
誰
も
が
気
軽
に

図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

〜
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

　
　
　
  
段
差
を
解
消
〜

　

上
の
図
は
、
本
ペ
ー
ジ
上
部
の

「
新
図
書
館
フ
ロ
ア
図
」
の
A
点

と
B
点
を
結
ぶ
直
線
の
施
設
の
断

面
図
で
す
。
傾
斜
地
に
建
つ
市
役

所
本
庁
舎
及
び
新
図
書
館
の
段
差

を
解
消
す
る
た
め
、
庁
舎
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
新
図
書
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
を
結
び
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
役
所
と
図
書
館
両
方
に

用
事
の
あ
る
方
の
利
便
性
を
確
保

し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
図
書
館
２
階
に
は
、

北
側
の
駐
車
場
か
ら
直
接
入
館
す

る
こ
と
が
で
き
る
第
２
の
玄
関
を

配
置
す
る
こ
と
で
、
図
書
館
と
し

て
の
独
自
性
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

『
新
図
書
館
整
備
計
画

　
　
　
　

検
討
懇
話
会
』

　

こ
の
た
び
の
新
図
書
館
建
設
に

当
た
り
、
よ
り
良
い
図
書
館
に
し

よ
う
と
「
新
図
書
館
整
備
計
画
検

討
懇
話
会
（
吾
妻
弘
之
会
長
）
を

設
置
し
、
新
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス

目
標
の
検
討
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

【
庁
舎
と
図
書
館

　
　
　
　

利
用
者
の
動
線
】
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こ
れ
ら
の
基
本
設
計
の
内
容
を
基
に
、

よ
り
細
部
に
わ
た
る
内
容
を
決
定
す
る
た

め
に
実
施
設
計
を
今
年
度
中
に
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
な
改
修
・

増
築
等
の
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

工
事
に
伴
い
、
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
、

舞
台
が
丘
会
館
等
は
使
用
で
き
な
く
な
る

た
め
、
工
事
期
間
中
は
市
役
所
の
各
部
署

は
仮
設
の
庁
舎
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
仮
設
庁
舎
に
つ
い
て
は
市
役
所
周

辺
の
中
央
公
民
館
や
勤
労
者
会
館
、
庁
舎

別
館
な
ど
既
存
の
建
物
を
使
用
す
る
こ
と

（２０１０年１０月）

とうみ

こ
れ
か
ら
の
予
定

を
基
本
方
針
と
し
て
現
在
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ど
の
部
署
が
ど
こ
へ
移
転
と
な
る
か
に

つ
き
ま
し
て
は
本
年　

月
頃
を
目
途
に
市

１２

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
仮
設
庁
舎
へ
移
転
し
た
際
に
は
、

市
民
の
皆
様
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
な
案

内
看
板
等
の
設
置
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
市
役
所
を
利
用
さ
れ
る
皆

さ
ん
に
は
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課
行
政
管
理
係

　
　

�　

－

５
９
０
１

６４

＜今後のスケジュール＞
※工事の進行等により変更になる場合があります

実施（詳細）設計に着手平成22年10月

仮設事務所の改修平成23年１月

仮設事務所へ移転
図書館は現在のまま

平成23年５月

工事開始平成23年７月

新庁舎、新図書館へ移転平成24年５月

工事完了平成24年８月

＜計画面積＞
※今後の実施設計で変更になる場合があります　   　〔㎡〕

566１階

1,834
本　　　　館
（耐震改修部）

本 庁 舎
4,161

584２階
568３階
116地下
913１階

2,027
東　　　　館
（増改築部）

669２階
155３階
52中２階
238地下
300中２階300舞台が丘会館
523１階

1,624東　　　　館新図書館
1,939

71２階
1,030３階
315２階315舞台が丘会館

「新図書館・中央公民館のあり方」講座に、あなたも参加してみませんか？
　市では、舞台が丘整備事業に関係する施設について、「協働のまちづくり」の一環として市民の皆さんの関心

を高めていただこうと下記の講座を開催しています。

・行政情報サービスの活用と図書館
　講師　蛭田廣一さん（前小平市立図書館長）

11月12日 （金）
午後６時30分より

第４回

・手作り絵本の楽しさと図書館
　講師　手づくり絵本上田「みどりのゆび」の皆さん

11月13日 （土）
午前１０時３０分より

第５回

・民話と図書館（民話の話と読み語り）
　講師　稲垣勇一さん（塩田平民話研究会所長）

12月11日 （土）
午後１時30分より

第６回

・図書館を使って調べる（東御市の郷土史から） 
 　講師　寺島隆史さん（元上田市立博物館館長）

12月18日 （土）
午後１時30分より

第７回

・市民協働の図書館づくり
　講師　花岡市長、図書館職員

１月22日 （土）
午後６時30分より

第８回

「市民と一緒につくる・新図書館講座」※会場はいずれも東部人権啓発センター３階

・先進地視察(近隣市町村の公民館視察)
11月6日 （土）
時間未定

第４回

・ワークショップ：「中央公民館をどんな施設にしたいか考える」
　講師　福留　強 さん（聖徳大学教授）

12月11日 （土）
午前９時30分より

第５回

・シンポジウム(公開討論会)：「中央公民館について考える」
　コーディネーター　福留強さん、シンポジスト　花岡市長・関公民館長　他

３月６日 （日）
午後１時30分より

第６回

●問い合わせ先　市立図書館　�64－5886

「「魅力ある公民館について考える講座」

●問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　�64－5885　
※どちらの講座も途中からの参加も大歓迎です。ご参加お待ちしています。
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「
エ
フ
エ
ム
と
う
み
」
は
、
市
の
新
た
な

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、
市
民
・
事
業
所

の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
放
送
局
で
す
。
地
域
の
身
近
な
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
放
送
し
、
皆
さ
ん
の

日
常
生
活
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
情
報
や
災
害
時
等
に
お
け

る
緊
急
情
報
も
、
素
早
く
皆
様
に
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 
F
M
放
送
局

「
 
「
エ
フ
エ
ム
と
う
み
」

エ
フ
エ
ム
と
う
み
」

が
 
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

 
エ
フ
エ
ム
と
う
み

 　

月
３
日
誕
生

１０

報
を
素
早
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
昨
年　

月
に
設
立
準
備
会
を
立
ち
上

１１

げ
、
今
年
の
２
月
か
ら
３
月
ま
で
㈱
エ
フ

エ
ム
と
う
み
の
株
式
募
集
等
を
経
て
、
４

月
６
日
に
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
7
月　

日
に
信
越
総
合
通
信
局
か
ら

２０

無
線
局
の
予
備
免
許
、
９
月　

日
に
は
本

１７

免
許
が
交
付
さ
れ
、　

月
３
日
（
と
う
み

１０

の
日
）
に
開
局
を
迎
え
ま
し
た
。

　

エ
フ
エ
ム
と
う
み
は
、
ラ
ジ
オ
を
活
用

し
た
市
の
新
た
な
情
報
提
供
手
段
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
と
災
害
等
緊
急
情

 
手
軽
に
聞
け
て

 
身
近
な
情
報
が

 
手
に
入
る

　

自
動
車
を
運
転
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は

仕
事
や
家
事
を
し
な
が
ら
、
自
宅
や
職
場

で
F
M
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
お
く
だ
け
で
、

今
の
ま
ち
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
放
送
の
合
間
に
流
れ
る
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
も
、
地
元
の
企
業
や
店
舗
が

中
心
で
す
。「
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
来
店
し

た
」
と
い
う
だ
け
で
会
話
も
弾
む
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ジ
オ
を
通
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
で
す
。

　

市
の
行
政
情
報
な
ど
も
、
速
報
性
が
あ

る
ラ
ジ
オ
放
送
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ

り
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

エフエムとうみの概要

株式会社エフエムとうみ会 社 名

JOZZ4AP-FM
エフエムとうみ

呼出符号と名称

超短波（FM）放送放 送 の 種 別

78.5MHz　20W周波数と送信出力

午前７時から午後９時まで
（自主制作番組）

放 送 時 間

地域の最新ニュース、イ
ベント、行政情報、災害
等緊急放送、音楽など

放 送 内 容

田中202
（事務所兼スタジオ）

本 社 所 在 地

東御市の一部
及び
周辺市町村の一部

放 送 エ リ ア

電話 63－1003
ファックス 63－1103
Eメール
　info@fmtomi785.jp
ホームページ
　http://fmtomi785.jp

問い合わせ先
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とうみ

FM  TOMI  78.5MHz  ON  AIR

 
エ
フ
エ
ム
と
う
み
の

 
ス
タ
ジ
オ

　

事
務
所
兼
ス
タ
ジ
オ
は
、
し
な
の
鉄
道

田
中
駅
北
交
差
点
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

田
中
商
店
街
に
面
し
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
オ

ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
、
放
送
中
の
様
子
を

自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
ス
タ
ジ
オ
を
見
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
思
わ
ぬ
出
演
な
ん
て
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
市
役
所
か
ら
の

 
お
知
ら
せ
番
組

　

月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
毎
日
、
行

政
情
報
番
組
を
放
送
し
ま
す
。
内
容
は
、

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
市
報
と
う

み
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
を
中
心
に
、

旬
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
番
組
名
「
ラ
ジ
オ
市
報
と
う
み
」

▼
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
毎
日
、

　

１
日
３
回
放
送
し
ま
す

▼
放
送
開
始
時
間

　

①
午
前
７
時　

分
４０

　

②
午
後
０
時　

分
４０

　

③
午
後
６
時　

分
４０

※
他
に
、
早
く
お
知
ら
せ
し
た
い
情
報
が

あ
れ
ば
、
こ
の
時
間
外
に
放
送
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

 
緊
急
告
知

 
F
M
ラ
ジ
オ
の

 
配
布
に
つ
い
て

　

災
害
等
の
緊
急
時
に
、
自
動
的
に
電
源

が
入
っ
て
大
音
量
と
光
で
お
知
ら
せ
す
る

「
緊
急
告
知
F
M
ラ
ジ
オ
」
は
、
平
成　
２２

〜　

年
度
に
か
け
て
調
達
を
行
い
、
市
内

２３
の
世
帯
に
１
台
無
償
で
配
布
（
貸
与
）
す

る
予
定
で
す
。
ラ
ジ
オ
が
お
手
元
に
届
く

ま
で
は
、

一
般
の
F

M
ラ
ジ
オ

や
カ
ー
ラ

ジ
オ
で
番

組
を
お
楽

し
み
く
だ

さ
い
。

▲

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
イ

　

メ
ー
ジ

〜
楽
し
め
て
愛
さ
れ
る

市
民
参
加
型
の
放
送
局
に
〜

　

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
と
う
み

　
　
　

代
表
取
締
役

　
　
　

加
藤　

行
孝
さ
ん
（
片
羽
）

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

こ
の
た
び
エ
フ
エ
ム
と
う
み
を
開
局
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
紙
面
を
お

借
り
し
て
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
有
益
な
情
報
を
お
伝

え
し
、
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
多
く
の
方
々
の
生
活
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
フ
エ
ム
と
う
み
を
「
聞
い
て
よ
か
っ

た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
放
送
局
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

エ
フ
エ
ム
と
う
み
は
１
日　

時
間
放
送

１４

し
、
す
べ
て
生
番
組
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
お
気
軽
に
ス
タ
ジ
オ
に
立
ち

寄
っ
て
い

た
だ
き
、

番
組
へ
の

出
演
や
情

報
を
共
有

す
る
場
と

し
て
是
非

ご
活
用
く

だ
さ
い
。

「
オ
フ
ト
ー
ク
」
や

　
　

「
有
線
放
送
」
は

　
　
　
　

ど
う
な
る
の
？

　

現
在
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
有
線
放
送

は
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
定
時
放

送
番
組
を
１
日
に
３
回
と
、
午
後
３
時
に

体
操
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
も
利
用
開
始
か
ら
す

で
に　

年
以
上
が
経
過
し
、
機
器
・
設
備

１０

の
老
朽
化
や
、
光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
普
及
に

伴
い
、
８
月
末
現
在
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

の
加
入
率
が　

・
6
％
、
有
線
放
送
で
は

３１

　

・
3
%
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

８６の
よ
う
な
現
状
で
は
、
残
念
な
が
ら
災
害

等
の
緊
急
情
報
が
市
内
一
斉
に
告
知
で
き

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
前
述
の
緊
急
告
知
F
M
ラ
ジ

オ
の
配
布
が
完
了
し
た
後
、
来
年
９
月
末

を
も
っ
て
放
送
事
業
を
終
了
し
ま
す
。
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
の
廃
止
手
続
き
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
ラ
ジ
オ
が
届
く
ま

で
は
、
自
動
的
に
情
報
が
受
け
取
れ
る
手

段
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

後
日
説
明
会
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

・
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
に
関
す
る
こ
と

　
　

企
画
課
秘
書
広
報
係

　
　

�　

－

５
８
０
６

６４

　

・
有
線
放
送
に
関
す
る
こ
と

　
　

企
画
課
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係

　
　

�　

－

２
９
８
１

６７
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計特別会計一般会計年度
61億5,8624億 　29457億5,56816
66億7,3283億7,22863億 　  9917
61億6,4113億5,51258億 　89918
60億5,4532億9,47157億5,98219
48億8,0783億2,89245億5,18620
49億6,0404億2,45145億3,58921

■積立基金の推移　 （単位：万円）■市債残高の推移　 （単位：万円）

特別会計等の決算額 （単位：万円）

支　出収　入会　　計　　名
27億6,37329億9,511国民健康保険

特　

別　

会　

計

3,3443,385老人保健
21億8,09222億      75介護保険

4,2662,117
地域改善地区住宅
改修資金等貸付事業

00工業地域開発事業
2億1,1702億2,144後期高齢者医療
6億1,7006億5,798収益的

水道事業
企
業
会
計

3億2,4961,958資本的
12億   47113億7,037収益的

下水道事業
11億7,6837億3,750資本的
15億4,37314億9,563収益的

病院事業
3億   6032億7,864資本的

計公営企業会計特別会計一般会計年度
433億9,63076億2,936203億9,580153億7,11416
419億7,69374億2,325197億1,362148億4,00617
411億8,86272億   391188億9,761150億8,71018
398億8,49769億     53180億7,310149億1,13419
368億    118225億8,9133,396141億7,80920
350億9,955212億   6131,497138億7,84521

※公営企業会計は、H２０に下水道事業が特別会計から移行しました。



中小企業振興資金等預託金  ……………2億2,000万円

温泉施設運営費  …………………………1億2,574万円

新交通システム運行費補助金  ………………5,386万円

商工業振興助成事業補助金  …………………3,073万円

制度資金融資利子補給金  ……………………1,385万円

下水道事業会計繰出金  …………………15億5,994万円

田中駅南口整備事業費  …………………3億6,909万円

経済危機対策道路整備事業  ……………1億1,132万円

西川・中村川排水路整備事業費  ………1億    169万円

道路維持費  ……………………………………9,091万円

道路後退用地整備事業費  ……………………1,495万円

花と緑のまちづくり事業費  ……………………715万円

上田地域広域連合負担金 （常備消防）  …2億9,089万円

非常備消防費（うち消防団員報酬1,720万円）  …6,679万円

消防施設費  ……………………………………4,395万円

小学校費  …………………………………2億6,538万円
（うち田中・祢津小学校耐震補強事業費1,367万円）

（うち地上デジタルテレビ購入費2,831万円）

中学校費  …………………………………1億4,486万円
（うち地上デジタルテレビ購入費1,382万円）

学校給食運営費  …………………………1億2,330万円

文化会館舞台設備改修事業費  ………………9,372万円

文化会館指定管理費  …………………………6,903万円

分館施設整備事業費  …………………………6,201万円
（南部公民館、片羽公民館、田之尻公民館施設整備補助金など）

伝統的建造物群保存事業費  …………………5,960万円

9 （２０１０年１０月）

とうみ

定額給付金給付事業費  …………………4億9,266万円

合併振興基金積立金  ……………………1億5,226万円

衆議院議員選挙費  ……………………………1,805万円

太陽光発電施設導入助成事業費  ………………879万円

コミュニティ放送局設立準備諸経費  …………208万円

児童手当・児童扶養手当費  ……………3億6,520万円

介護保険特別会計繰出金  ………………3億  　23万円

市立保育園運営事業費  …………………2億7,323万円

障害者自立支援介護給付費  ……………2億6,805万円

長野県後期高齢者医療広域連合負担金  2億3,213万円

国民健康保険特別会計繰出金  …………1億8,470万円

生活保護費  ………………………………1億5,009万円

私立保育園運営委託事業費  …………………7,332万円

後期高齢者医療特別会計繰出金  ……………6,411万円

乳幼児・児童福祉医療費  ……………………4,607万円

祢津保育園改築事業費  ………………………2,288万円

放課後児童クラブ事業費  ……………………2,124万円

子育て応援特別手当給付事業費  ……………1,842万円

ひとり暮らし高齢者等火災警報器設置事業  …607万円

病院事業会計繰出金  ……………………6億1,088万円

焼却場等運営広域負担金 （上田・川西）  …2億5,429万円

し尿処理運営広域負担金 （上田・川西）  …1億    512万円

ごみ分別収集費  …………………………1億    406万円

各種予防・検診事業費  ………………………6,449万円

妊婦健診事業費  ………………………………1,887万円

食育事業費  ………………………………………595万円

土地改良区補助金  ………………………1億1,801万円

中山間地域等直接支払制度費  …………1億    231万円

市単独土地改良事業費  ………………………4,178万円

松くい虫防除対策事業費  ……………………3,559万円

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

教　　育　　費

金　　額項　　目

3,723議会費

85,457総務費

94,428民生費

45,180衛生費

18,005農林水産業費

20,090商工費

83,107土木費

12,970消防費

41,014教育費

54,090公債費

0災害復旧費

458,063全体平均

市民１人あたりに使われたお金
（単位：円／人）

金　　額項　　目

67,192固定資産税

46,904市民税

6,557都市計画税

5,543市たばこ税

2,335軽自動車税

143入湯税

128,674全体平均

市民１人あたりが納めた市税
（単位：円／人）

（注　市民１人あたりの金額
　　　は、平成２２年４月１日
　　　現在の人口31,731人で
　　　割り、四捨五入の調整
　　　をしてあります。）

※金額が大きいもの、特徴的なものを掲載

●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805

▲本年度末の完成を目指す祢津保育園
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
健
全
化
を
示
す
指
標
と
し
て
「
健

全
化
判
断
比
率
（
４
指
標
）」
及
び
公
営
企

業
の
「
資
金
不
足
比
率
」
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

東
御
市
の
平
成　

年
度
決
算
に
基
づ
く
指

２１

標
に
つ
い
て
、
速
報
値
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
確
報
値
に
つ
い
て
は
、　

月
末
に

１１

総
務
省
か
ら
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

h
ttp
://w

w
w
.city

.to
m
i.n
a
g
a
n
o
.jp
/

１  
健
全
化
判
断
比
率

　

東
御
市
の
財
政
は
、
ど
の
指
標
に
お
い

て
も
国
の
定
め
る
「
早
期
健
全
化
基
準
」

「
財
政
再
生
基
準
」
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
値
が
低
い
ほ
ど
健
全
で
す
。
下
表
参

照
。）
し
か
し
な
が
ら
、
病
院
事
業
会
計
の

未
処
理
欠
損
金
の
多
さ
や
景
気
低
迷
の
影

響
に
よ
る
税
収
の
減
少
な
ど
財
政
運
営
上

の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
、
舞
台
が

丘
整
備
事
業
や
市
内
保
育
園
の
建
て
替
え

等
に
よ
る
大
規
模
な
支
出
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
経
営
改
善
や
経
費
節
減
に
努
め

る
な
ど
し
て
、
さ
ら
な
る
健
全
化
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

上
の
表
の
平
成　

年
度
健
全
化

２１

判
断
比
率
を
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
借

金
返
済
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
た
め
、

前
年
度
よ
り
比
率
が
1
・
３
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
ま
し
た
が
、
将
来
負

担
比
率
に
つ
い
て
は
、
土
地
開
発

公
社
の
所
有
土
地
の
う
ち
市
が
買

い
取
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
年

次
で
買
い
取
る
約
束
（
債
務
負
担

行
為
）
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
将
来
の
負
担
額
が
増
加
し
、
前

年
度
よ
り
2
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
ま
し
た
。

２  
公
営
企
業
の

　
　
　

資
金
不
足
比
率

　

東
御
市
の
公
営
企
業
会
計
（
水

道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
・

病
院
事
業
会
計
）
で
は
、
前
年
度

と
同
じ
く
、
平
成　

年
度
決
算
に

２１

お
い
て
も
資
金
不
足
額
は
な
く
、

該
当
あ
り
ま
せ
ん
。（
下
表
参
照
）

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課
財
政
係

　
　

�　

－

５
８
０
５

６４

財政再生基
準　（※２）

早期健全化
基準（※１）

東御市
（平成２０年度）

東御市
（平成2１年度）

指　標　の　意　味指　標　名

20.0013.52
－

（赤字なし）
－

（赤字なし）
一般会計等の赤字額の割合実 質 赤 字 比 率

40.0018.52
－

（赤字なし）
－

（赤字なし）

一般会計や公営企業会計を
合わせた市全体の赤字額の
割合

連結実質赤字比率

35.025.016.014.7
市税等の年間収入のうち市
全体の借金返済額が占める
割合

実質公債費比率

350.0109.4111.5

市全体の借金等が市税等の
年間収入の何年分にあたる
のかを表す指標（100％が
１年分にあたります）

将 来 負 担 比 率

※１　早期健全化基準…財政の早期健全化へ向けて財政健全化計画の策定等が必要となる基準
※２　財政再生基準…財政の再生へ向けて財政再生計画の策定、計画について国の同意手続等が必要となる
　　　　　　　　　　基準

（単位：％）

経営健全化
基準（※３）

平成２１年度
病院事業会計

平成２１年度
下水道事業会計

平成２１年度
水道事業会計

指標の意味指　標　名

20.0
－

（資金不足なし）
－

（資金不足なし）
－

（資金不足なし）
公営企業会計の資金に不足
が生じているかを表す指標

資金不足比率

※3　経営健全化基準…上記（※1）の早期健全化基準に相当

（単位：％）

＜健全化判断比率＞

＜資金不足比率＞
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とうみ

（２０１０年１０月）

　

市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月

１
日
開
会
し
ま
し
た
。
今
定
例
会

に
は
、
平
成　

年
度
の
一
般
・
特

２１

別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
認
定
の
ほ
か
、
平
成

　

年
度
一
般
・
特
別
会
計
及
び
公

２２営
企
業
会
計
の
補
正
予
算
案
６
件
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

２
件
、
そ
の
他
の
議
案
と
合
わ
せ

　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

２１
　

ま
た
、
７
日
か
ら
２
日
間
に
わ

た
り　

名
の
議
員
が
個
人
質
問
を

１１

行
い
、　

日
に
は
総
括
質
疑
・
委

１３

員
会
付
託
が
さ
れ
、
総
務
文
教
、

社
会
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任

委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ
れ
た

議
案
及
び
請
願
１
件
、
陳
情
３
件

等
の
審
査
が
３
日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
が
提
案
し
た
議
案　

件
は

２１

す
べ
て
原
案
可
決
及
び
承
認
、
認

定
が
さ
れ
、
議
員
提
出
議
案
３
件

も
す
べ
て
可
決
し
、　

日
に
閉
会

２４

と
な
り
ま
し
た
。

（
今
回
の
定
例
会
の
詳
細
に
つ
て

は　

月
発
行
『
市
議
会
だ
よ
り
』

１１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

市
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
「
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
」「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
民
の
皆
様
に
議
会
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご

意
見
を
お
聞
き
き
す
る
た
め
に
、

『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、　

月
４
日
発
行
お

１０

知
ら
せ
版　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

１８

さ
い
。

  
市
議
会
第
３
回
定
例
会

　
　
　
　

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

２１

　

私
が
市
政
を
お
預
か
り
し
て
任

期
の
折
り
返
し
を
過
ぎ
、
公
約
の

実
現
に
向
け
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を

確
固
た
る
も
の
に
す
べ
く
、
様
々

な
施
策
へ
の
取
り
組
み
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

「
市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
」

を
主
題
に
、
６
月　

日
か
ら　

日

２２

３０

ま
で
の
間
、
市
内
各
地
区
で
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
合
計
で
２
７
９
名
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
市
政
に
対

す
る
意
見
や
要
望
、
地
域
特
有
の

課
題
等
を
お
伺
い
致
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
に
は
、
祢
津
保
育
園

３０

建
設
工
事
の
起
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
新
園
舎
は
、
病
児
相
談
室
や

一
時
保
育
室
を
備
え
木
の
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
設
計
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
市
の
進
め
る
「
１
地

区
１
保
育
園
」
構
想
の
第
一
歩
と

し
て
、
地
域
の
皆
様
、
卒
園
を
迎

え
る
子
ど
も
さ
ん
方
と
一
緒
に
来

春
の
一
日
も
早
い
竣
工
を
楽
し
み

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月　

日
に
は
、
約
２
７
０
人

１５

の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
文
化
会

館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
人
生
の
節
目
を
仲
間

と
一
緒
に
迎
え
た
皆
さ
ん
に
は
、

恩
師
や
同
級
生
と
の
再
会
を
契
機

に
、
改
め
て
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷

に
誇
り
を
も
っ
て
貰
え
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　

常
に
停
滞
と
後
退
は
許
さ
れ
な

い
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
自
治

体
の
首
長
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
の

重
さ
と
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要

さ
を
再
認
識
し
、
真
に
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
安
定
し
た
市
政
運

営
を
進
め
る
べ
く
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
現
下
の
情
勢
を

見
極
め
、
最
善
の
選
択
肢
を
求
め

て
粛
々
と
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

  
市
長
招
集
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

  
議
会
報
告
会 

　
　

を
開
催
し
ま
す

　

平
成　

年
4
月
か
ら
東
御
市
民
病
院
に
勤
務
い
た
だ
く
作
業
療
法
士
、

２３

社
会
福
祉
士
を
募
集
し
ま
す
。　

意
欲
あ
ふ
れ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

 
平
成　

年
度
採
用
の
市
職
員

２３

『
作
業
療
法
士
・
社
会
福
祉
士
』 を
募
集
し
ま
す

１
、 試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格

試
験
区
分

作
業
療
法
士

社
会
福
祉
士

採
用
予
定
人
員

１　

名

１　

名

受　
　

験　
　

資　
　

格

作
業
療
法
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
者

で
、
医
療
機
関
に
お
い
て
実
務
経
験
を

有
す
る
者

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
者

で
、
医
療
機
関
に
お
い
て
社
会
福
祉
士

の
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

２
、 申
込
方
法

①
提
出
書
類

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
市
役

所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）、
写

真
貼
付

・
作
業
療
法
士
ま
た
は
社
会
福
祉

士
の
資
格
証
明
書
の
写
し

・
健
康
診
断
書

②
申
込
用
紙
の
請
求

・
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総
務
課

総
務
係
に
直
接
請
求
す
る
か
、

東
御
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
普
通
紙
に
印
刷
）
し
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
郵
送
で
請
求
さ
れ
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
試
験

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

返
信
用
と
し
て
長
形
３
号
の
封

筒
に
返
信
先
、
郵
便
番
号
を
明

記
し　

円
切
手
を
貼
付
し
た
も

８０

の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、 受
付
期
間

　

平
成　

年　

月
1
日（
金
）か
ら

２２

１０

　

月　

日（
水
）ま
で
（
土
、
日
曜

１０

２０

日
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
8
時

　

分
か
ら
午
後
5
時　

分
ま
で

３０

１５

（
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
の
消
印

有
効
）

４
、 試
験
の
日
時
、
場
所

�
第
一
次
試
験

　

（
職
場
適
応
性
検
査
、
小
論
文
）

　

試
験
日

　

平
成　

年　

月
7
日 （
日
）

２２

１１

　

場
所　

東
御
市
役
所

�
第
二
次
試
験
（
面
接
試
験
）

　

試
験
日　

平
成　

年　

月
初
旬

２２

１２

　

場
所　

東
御
市
役
所

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
に
あ
る
受

験
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課
総
務
係

　
　

�　

－

5
8
7
6

６４
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最優秀賞（個人の部） 最優秀賞（団体の部）

 尾  山 けさ 美 さん（上八重原）
お やま み

コトヒラ工業㈱（桜井）

　前面をカラフルな花を基調にまとめ、後ろ

に向けてボリュームのある花や宿根草などが

バランス良く配置されており、多種多様な花

々を楽しめます。また、その中心に遊歩道が

設けられており、工夫された見事な庭園です。

　全体を９個のブロックに分けて、夏の太陽

や市松模様などをイメージし、それぞれ違っ

た表情で構成された花壇となっています。今

まで使ったことのない種類の花に挑戦するな

ど、毎年多くの人の目を楽しませてくれる美

しい花壇です。

優　秀　賞八重桜の会（常田）  下  村 　 和  彦 さん（大川）
しも むら かず ひこ

　国道１８号線に常田区女

性有志の皆さんが整備し

た花壇です。カラフルな

花と丸く育ったほうき草

が暖かみを生み出し、花

壇の中に遊歩道も設置さ

れ、心が和む花壇となっ

ています。

　家の敷地全体が、プラ

ンターや花壇等に植えら

れた花で囲まれています。

芝生や木々の緑と美しく

調和し、芝生やプラン

ター、木々がバランス良

く配置された、素晴しい

庭園です。

海善寺北区美化推進委員会（海善寺北区）
　浅間サンライン沿いの

花壇に種から育てられた

見事なケイトウ７種をは

じめ、様々な花のバラン

スを考えボリュームたっ

ぷりに配置されています。

サンラインを通るドライ

バーの目を楽しませてい

ます。

千曲ビューライン沿いの

花壇に植えられた花が２

つの円を描き、それぞれ

テーマを持っています。

傾斜地を利用しているた

めに、見る位置で表情が

変わる見ごたえのある花

壇となっています。

ビューティーフラワーズ（上八重原）
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とうみ

（２０１０年１０月）

入　　　賞千曲ビューラインの花（上八重原） 東御市警部交番（常田）

　ピンクのかわいい花が

印象的な、千曲ビューラ

イン沿いの２つの花壇で

す。それぞれの花壇はバ

ランスに配慮されており、

華やかな表情をもった花

壇となっています。

　今年度初参加の作品で

す。交番庁舎と花壇の調

和が図られており、心が

癒される花壇で、安全安

心のまちづくりに花壇も

一役買っています。

　自宅玄関前に様々な種

類のプランターが立体感

を持って配置されており、

赤と白の花々が華やかで、

見ごたえのある作品に

なっています。

 田  中 　 冨  代 さん（金井）
た なか とみ よ

　様々な種類の花が、ボ

リューム感を出しつつセ

ンス良く配置されており、

特に白系の花が中心と

なって涼しさと彩りのあ

るお庭を演出しています。

 星  合 　 典  子 さん（海善寺）
ほし あい のり こ

参 加 奨 励 賞大石・花とおじさん（大石） 大川区（大川）

　国道１８号沿いの花壇に、

花の色を上手に計算され

て植えられています。特

に日々草にボリュームが

あって、ドライバーの目

を引く花壇となっていま

す。

　今年初めての参加とな

ります。去年まで雑草が

繁っていた場所に、きれ

いな花壇を整備しました。

マリーゴールドやケイト

ウなどが道路沿いを明る

く飾っています。

みまきグリーンキーパー（宮）

　浅間サンライン沿いの

花壇に、様々な種類の花

をバランスよく植えてあ

り、中央の芝生と併せて、

華やかな花壇が目を楽し

ませてくれます。

　７回目を迎えた本年度のコンクールには、市内全域

から２０点の応募がありました。

　審査は専門家など７名の皆さんにより厳正に行われ、

１３作品が各賞に輝きました。どの作品も創意工夫のあ

る力作となっていました。

　市内各地で咲き誇る花々は、私たちの目を楽しませ、

生活に潤いをもたらしてくれています。

●問い合わせ先　建設課都市計画係　�64－5914

最優秀賞（団体の部）
　団体の作品の中で最も優秀な作品１点に贈られます。
最優秀賞（個人の部）
　個人の作品の中で最も優秀な作品１点に贈られます。
優秀賞
　全作品中、優秀と認められた作品に贈られます。
入　賞
　全作品中、入賞と認められた作品に贈られます。
参加奨励賞
　積極的に取り組み、努力された作品に贈られます。

▲ 審査のようす
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東
御
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
委

員
会
で
は
、「
東
御
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
４
コ
マ
漫

画
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
事
業
所
訪
問
等

の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
基
本
と
な
る
の
は
家

庭
で
す
。
そ
の
構
成
員
で
あ
る
家
族
が
働

き
や
す
い
職
場
で
や
り
が
い
を
持
っ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

７
月　

日
、
市
内
に
あ
る
介
護
と
医
療

２０

の
職
場
を
訪
問
し
、
お
話
を
伺
い
施
設
見

学
を
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
み
ま
き
福
祉
会
は
地
域

の
福
祉
・
医
療
・
保
健
の
中
核
施
設
で
あ

る
「
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
」
を
拠
点
に
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
福
祉
介
護
部
門
、
温
泉
ア
ク
テ
ィ

ブ
セ
ン
タ
ー
で
の
健
康
教
室
な
ど
幅
広
い

分
野
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
総
職
員
数
は
１
５
４
名
で
、
う
ち
男

性　

名
（　

・
４
％
）、
女
性
1
2
1
名

３３

２１

（　

・
６
％
）
と
女
性
が
多
い
職
場
で
す
。

７８
介
護
現
場
で
は
職
員
定
着
率
の
低
さ
が
課

題
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
離
職
率

が
低
く
、
安
定
し
た
人
材
確
保
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
仕
事
と
仕
事
以
外
の
切
り
替

え
が
大
切
で
、
そ
れ
が
仕
事
に
生
か
さ
れ

て
く
る
と
考
え
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
、
仕
事
を
離
れ
た

活
動
に
多
く
の
職
員
が
参
加
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
交
流
を

深
め
る
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ス
キ
ル
と
労
働
意
欲
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
資
格
手
当
を
設
け
る
な
ど

　

訪
問
を
終
え
て

○
福
利
厚
生
が
行
き
届
い
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
き
つ
い
福
祉
の
仕
事

も
そ
う
い
う
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
長

続
き
す
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

○
女
性
、
男
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

持
ち
場
で
役
割
を
果
た
し
、
働
き
が

い
を
持
っ
て
仕
事
に
当
た
っ
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

○
職
員
の
定
着
率
が
悪
い
業
界
に
あ
っ

て
、
職
場
環
境
の
向
上
に
努
力
す
る

経
営
姿
勢
に
好
感
が
持
て
ま
し
た
。

▼老人ホームは個室型。プライバシー
　や家庭的なケアに配慮されています

（福） み ま き 福 祉 会

給
与
改
善
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
は
個
室
型
で
個
人
の
尊
厳

に
配
慮
し
た
介
護
を
行
い
、
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
単
位
で
入
所
者
の
ケ
ア
を
行
な
う

ユ
ニ
ッ
ト
型
で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
配
置
も
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
す
る
こ
と

で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
入
所
者
へ
の
支

援
が
で
き
、
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
現
場
で
は
男
性
も
女
性
も
原
則
同

じ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
体
の
大
き
な

入
所
者
の
介
助
場
面
で
は
男
性
ス
タ
ッ
フ

に
助
け
て
も
ら
う
な
ど
、
男
女
の
特
性
を

生
か
し
協
力
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

女
性
が
多
い
職
場
で
す
が
、
女
性
ス
タ
ッ

フ
の
中
に
男
性
が
入
る
こ
と
で
ク
ッ
シ
ョ

ン
に
な
り
、
よ
い
刺
激
に
も
な
っ
て
い
る

と
い
う
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。

▼

老
人
ホ
ー
ム
の
昼
食
準
備
は
ユ

ニ
ッ
ト
毎
に
、
男
女
の
ス
タ
ッ

フ
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す

▲熱心に職場のようすをお話しいただ
　いた。左から、竹重常務理事、翠川
　施設長、西沢マネージャー、小山マ
　ネージャー

デイサービスの利用者は、落ち着い
▲

た雰囲気の中で支援を受けます

▼

温
泉
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

　

多
く
の
利
用
者
が
健
康
増
進

　

に
励
ん
で
い
ま
し
た



▲ ナースステーションでの業務打ち合わ
　せ
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市
民
病
院
で
は
、
看
護
師　

名
の
う
ち

５１

男
性
看
護
師
は
６
名
で
、
男
性
看
護
師
の

割
合
と
し
て
は
平
均
的
と
の
こ
と
。
こ
の

う
ち
、
４
名
の
男
性
看
護
師
か
ら
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
親
戚
の
医
療
関
係
者

や
担
任
の
先
生
の
勧
め
な
ど
を
き
っ
か
け

に
看
護
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
看
護
学
校

な
ど
で
勉
強
し
資
格
を
取
得
し
、
現
場
で

の
様
々
な
経
験
を
経
て
、
今
は
看
護
の
プ

ロ
と
し
て
自
信
と
情
熱
を
持
っ
て
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
お
話
の
中
か
ら

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

女
性
が
多
い
職
場
で
す
が
、
現
場
で
は

男
女
差
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
働
い
て
い

ま
す
。
た
だ
、
男
性
に
よ
る
看
護
が
敬
遠

さ
れ
る
場
面
が
あ
り
、
そ
ん
な
と
き
は
患

者
の
気
持
ち
に
沿
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

検
査
機
器
な
ど
機
械
の
取
り
扱
い
で
は
男

性
看
護
師
が
頼
り
に
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

男
女
が
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
い
い
関
係

で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
お
話
を
聞
い
た

４
名
の
う
ち
３
名
が
ご
夫
婦
と
も
看
護
師
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訪
問
を
終
え
て

○
男
性
看
護
師
が
活
き
活
き
と
誇
り
を

持
っ
て
働
い
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。

○
夜
勤
や
交
代
勤
務
と
い
う
大
変
な
勤

務
の
中
で
、
お
互
い
を
理
解
し
尊
重

し
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
率
先
し

て
や
る
と
い
う
、
夫
婦
で
支
え
あ
っ

て
働
い
て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し

た
。

○
助
産
所
は
自
然
分
娩
に
ふ
さ
わ
し
く
、

静
か
で
家
庭
的
な
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
が
活
用

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

東 御 市 民 病 院

で
、
家
庭
で
も
や
は
り
協
力
し
合
っ
て
家

事
や
育
児
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
仕
事
と

い
う
こ
と
で
お
互
い
理
解
し
合
え
、
悩
み

相
談
も
で
き
ま
す
。
夜
勤
の
あ
る
不
規
則

な
勤
務
な
の
で
、
必
然
的
に
家
に
い
る
方

が
家
事
や
育
児
を
し
ま
す
が
、
夜
勤
明
け

な
ど
平
日
に
休
み
が
あ
る
の
で
、
子
ど
も

と
触
れ
合
う
時
間
は
か
え
っ
て
多
い
く
ら

い
で
す
と
の
こ
と
。

　

今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
助
産
所

と
う
み
」
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ

た
施
設
で
、
入
院
か
ら
退
院
ま
で
個
室
で

過
ご
し
、
自
然
な
出
産
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
何
ヶ
月
も
先
ま
で
予
約
が
入
っ
て
い

る
そ
う
で
、
こ
こ
か
ら
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん

が
た
く
さ
ん
産
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

お
話
を
伺
っ
た
４
名
の
看
護
師

　

左
か
ら
、
谷
川
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、

▲

竹
内
さ
ん
、
山
崎
さ
ん

▲ 加藤事務長から助産所の説明を受ける。
　食堂からは浅間山がきれいに見えました

●問い合わせ先　生涯学習課青少年男女共生係　�64－5906

▲

病
院
内
を
見
学

▲

明
る
い
病
室
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　7月３０日から８月９日までの１１日間、中学生オーストラリア

ホームステイ事業が行われ、市内の中学２年生５名（東部中４

名・北御牧中１名）が参加しました。滞在中は、ステイ先の子

どもたちと一緒に学校へ登校し、英語の語学研修・スポーツ交

流・折り紙のかぶと作りや、様々なことを通して現地の生徒た

ちと一緒に文化交流やオーストラリアの学校生活を体験しまし

た。学校が休みの日には、ホストファミリーと共に家族の一員

として過ごしました。

　そんな中学生たちが、さまざまな経験をし、言葉の壁を乗り

越えて伝えようとがんばって来た１１日間の感想を聞きました。

  ホームステイに参加して
　私は、“恥ずかしがらずに、自分からどんどん話しか

ける”を目標にこのホームステイに臨みました。初め

は緊張して、自分の思いをうまく伝えられませんでし

たが、ホストファミリーはいつも私の英語を最後まで

聞いてくれたので、だんだんと自分から話しかけられ

るようになりました。貴重な経験ができて、本当によ

かったです。 植  松 　
うえ まつ

 響 
きょう

 子 さん
こ

（東部中） 

 山  浦 　 沙  都 さん
やま うら さ と

（東部中） 

  楽しかったホームステイ
　オーストラリアに行く前は、楽しみな気持ちもあり

ましたが、不安でいっぱいでいました。しかし、実際

にホストファミリーに会って生活をはじめると、とて

も親切にしてくれたので、とてもたのしかったです。

現地の小学校の生徒たちもみんな明るく楽しかったで

す。私にとって、忘れられないことです。よい経験に

なりました。

  ホームステイを終えて
　私は最初、ただ相手の質問に答えることしか出来ま

せんでした。しかし、自分の思いを伝えてみようと思

い、おそるおそるでしたが話しかけてみました。ホス

トファミリーは笑顔で聞いてくれました。嬉しかった

です。相手の言っていることが分からない時もあった

けれど、行って良かったなと思いました。いいホーム

ステイでした。 北  野 　 育  穂 さん
きた の いく ほ

（東部中） 
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ホームステイ事業日程

内　　　　容発着・滞在地月　日

成田空港から
オーストラリアへ。

東御市発7月30日 （金）

ゴールドコースト市内観光、
昼食。ホストファミリーと
対面し、各家庭へ。
ホームステイのスタートで
す！休日はファミリーと一
緒に過ごす。

ゴールド
　コースト着

７月３１日 （土）
～

８月１日 （日）

午前中は学校で英語の語学
研修。
午後は生徒とスポーツや折
り紙をして文化交流。

ゴールドコー
ストに滞在　 
（ホームステイ）

８月２日 （月）
～

　　６日 （金）

フェアウェルパーティーで
別れを惜しむ。

８月７日 （土）

世界遺産スプリングブルッ
ク国立公園にてエコツアー
へ参加。

ゴールドコー
ストホテル泊

８月８日 （日）

数々の思い出を胸に東御市
へ。

ゴールド
　コースト発

８月９日 （月）

　感　謝
　ホームステイに行く時は、とても不安でした。し

かし、ホストファミリーに会って不安がなくなりま

した。ホストファミリーは私の下手な英語も根気強

く聞いてくれました。そして、いつも優しく接して

くれました。そんなホストファミリーに感謝です。

 小 
こ

 林 
ばやし

　 千  夏 さん
ち なつ

（北御牧中） 

 山  越 　 泉  輝 さん
やま こし みず き

（東部中） 

  暖かさにふれた１１日間
　ホームステイの最初の日は｢Ｙｅｓ｣や｢Ｎｏ｣や

｢Thank you｣しか言えませんでした。しかし、一

緒に暮らしていると言葉が分からなくても、相手の

言いたいことや感情が伝わってきました。今回体験

したことを、これからの生活に役立てたいです。

 引率者の声  異文化へのチャレンジ
　生徒達は、ホームシックとはまったく無縁で言葉

や文化の違いといった壁を乗り越えて、たくましく

一週間のホームステイを経験しました。ファミリー

で生徒自身が夕食作りにチャレンジして喜んでもら

えた体験。別れる時の涙。一人ひとりにとって本当

に良い体験になったと思います。

 宮  下 　 雅  彦 先生
みや した まさ ひこ

（東部中） 
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７
月　

日
か
ら
８
月
3
日
ま
で
の
５
日
間
、 

無  
窮  
花 
会
（
小
山
博
正
会
長
）
に
よ
る
中

む 

く 

げ

３０

学
生
韓
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
今
回
が　

回
目
と
な
り
、
中
学
生
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
一

１６

行
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る 
牙  
山 
市
に
あ
る
友
好
交
流
校
の 
龍  
禾 
中
学
校
で
、
現
地
の
生

ア 

サ
ン 

ヨ
ン 
フ
ァ

徒
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
イ
先
で
は
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
食
事
な
ど
韓
国
の
生
活
習
慣
を
肌
で
感
じ
て
き
ま

し
た
。
ソ
ウ
ル
で
は
景
福
宮
・
国
立
中
央
博
物
館
・
南
大
門
市
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

韓
国
の
伝
統
と
温
か
い
人
柄
に
触
れ
た
中
学
生
４
名
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
感
想
を
聞
き

ま
し
た
。

 
大
好
き
に
な
っ
た
、
韓
国

 唐  沢 　　 舞 さん
から さわ まい

（東部中） 

　

初
め
て
会
う
方
の
家
へ
泊
ま
る
の
は
と

ま
ど
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
方
々
は
と
て
も
あ
た
た
か
い
人

た
ち
で
し
た
。
韓
国
で
は
、
友
達
に
な
る

と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
の
が
普
通
だ
そ

う
で
す
。
私
も
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
え
て
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
頂
い
た
物
は
、
一
生
の
宝

物
で
す
。
ま
た
、
韓
国
の
料
理
は
辛
い
物

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
す
ご
く
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
食
べ
た
こ
と
の
な
い
フ
ル
ー

ツ
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

 
韓
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

　
　
　
　
　
　
　

思
い
出

　

韓
国
と
は
ど
の
よ
う
な
国
な
の
か
、
韓

国
の
文
化
に
触
れ
て
み
た
い
、
韓
国
の
人

と
友
達
に
な
り
た
い
と
思
い
応
募
し
ま
し

た
。
国
立
扶
餘
博
物
館
で
は
百
済
金
銅
大

香
炉
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
百
済

人
が
香
を
焚
く
の
に
用
い
た
も
の
で
、
蓋

の　

個
の
穴
か
ら
香
の
煙
が
出
る
よ
う
に

１２
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
最

後
の
夕
食
の
時
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
み
ん
な
で
焼
き
肉
を
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
さ
せ
て
く
れ
た
家
族
、
会
の
皆
さ
ん

な
ど
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

 藤  澤 　 宗  広 さん
ふじ さわ むね ひろ

（東部中） 

　

学
生
達
を
案
内
し
て
い
く
中
で
少
し
心

配
な
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
歓
迎
会
で
大

勢
の
方
々
の
温
か
い
一
言
ひ
と
こ
と
に
安

堵
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
今
回
の
日
程
は
、

様
々
な
方
面
で
韓
国
文
化
が
日
本
文
化
に

影
響
を
与
え
た
歴
史
が
分
か
る
資
料
館
が

中
心
で
し
た
。
百
済
文
化
の
中
心
地
だ
っ
た

扶
余
・
公
州
等
の
色
々
な
博
物
館
と
展
示

品
を
見
学
し
た
学
生
達
は
大
き
な
関
心
を

も
ち
、
と
て
も
重
要
な
時
間
を
も
て
た
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
の
文
化
と
生
活
様
式
等

を
知
り
、
体
験
す
る
こ
と
は
両
国
の
立
場

を
理
解
し
て
、
今
後
厚
い
友
好
関
係
を
も

つ
為
の
重
要
な
機
会
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

 
韓
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

　
　
　
　
　
　
  
参
加
し
て

引
率
者
の
声

 申 　 章浩 さん
シン チャンホ

（東部中） 
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▲2001年無窮花会で植樹した桜通りの記念碑の前で

龍禾中学校で伝統の　
　うちわ作りに挑戦　

▲

▼

 
最
高
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ  中 

ちゅう

 條 
じょう

　 来  香 さん
らい か

（東部中） 

　

韓
国
で
言
葉
は
通
じ
る
か
な
、
韓
国
の

友
達
と
も
仲
良
く
で
き
る
の
か
な
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
韓
国
の

中
学
生
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん

も
、
私
た
ち
を
心
か
ら
歓
迎
し
て
く
れ
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
韓
国
で
は

食
器
を
持
ち
上
げ
て
食
べ
て
は
い
け
な
い

習
慣
で
、
つ
い
持
ち
上
げ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
り
な
が
ら
「
国
に
よ
っ
て
習
慣
が
違

う
ん
だ
な
」
と
実
感
し
ま
し
た
。
５
日
間

滞
在
で
き
た
の
は
、
両
国
の
皆
さ
ん
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
い
つ
か
交

流
し
た
い
で
す
。

▲ホストファミリーとのお別れ「また会おうね」

 
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て

　

「
韓
国
の
文
化
や
韓
国
語
を
学
び
た
い
」

と
目
標
を
も
っ
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
臨

み
ま
し
た
。
学
校
見
学
で
韓
国
の
友
達
は
、

初
対
面
な
の
に
い
っ
ぱ
い
話
し
か
け
て
く

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
反
面
、

何
と
返
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
く
て
と
ま

ど
い
ま
し
た
。
汁
物
に
は
ス
プ
ー
ン
を
使

い
、
左
手
は
使
わ
な
い
食
事
や
コ
マ
や
メ

ン
コ
に
似
て
い
る
遊
び
を
体
験
し
、
韓
国

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

韓
国
の
み
ん
な
と
過
ご
し
た
時
間
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

 服 
はっ

 部 　
とり

 建 
けん

 志 さん
じ

（東部中） 

 
人
情
を
感
じ
て

 酒  巻 　 主  太 先生
さか まき ある た

（東部中） 

　

韓
国
で
は
お
客
様
を
と
て
も
大
事
に
す

る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

私
が
分
か
ら
な
い
言
葉
を
一
生
懸
命
に
使

っ
て
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
答
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
で
て
き
た
と
言

う
の
で
す
。
ま
る
で
人
情
映
画
の
台
詞
と

思
う
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
が
韓
国
人
の
考

え
方
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
人
と
の

関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
日
本
社
会

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
感
覚
は
、
懐
か

し
く
、
羨
ま
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ

の
証
拠
が
、
生
徒
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
母
さ
ん
が
別
れ
で
見
せ
た
涙
で
し
た
。

　

無
窮
花
会
の
活
動

　

岡
部
憲
一
さ
ん
（
田
中
）
が
開
い
た

「
美
し
き
韓
国
写
真
展
」
を
き
っ
か
け
に

昭
和　

年
発
足
し
、
韓
国
と
の
交
流
を
開

５２

始
。
昭
和　

年
に
牙
山
市
温
陽
温
泉
ラ
イ

６１

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
姉
妹
提
携
。
以
来
、
相

互
訪
問
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）
事
業
を
行
い
、

１
０
２
名
の
生
徒
が
韓
国
を
訪
問
、　

名
７０

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

※
会
の
名
称
『
無
窮
花
』
は
韓
国
の
国
花

牙山市　　　
人口２４万人。韓国

の中西部に位置し、

首都ソウル近くの

拠点都市。百済時

代からの長い歴史

を持ち、東御市と

共通する米やくる

み、巨峰の産地と

して知られている。
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誕生日おめでとう！（ 10 月生まれ）

 清  水 　 樹  一 くん （東上田）
し みず き いち

（１歳、H２１．１０．６生）

　「キーチってなんてかわいいんでしょ

う」（by姉・藤子）

　愛情をパワーにして、今日もまた

ちょっと大きくなろうね。

 齋  藤 　 士  生  音 くん （睦）
さい とう し お ん

（１歳、H２１．１０．１４生）

　士生音�１歳のお誕生日おめでとう�

小学生のお兄ちゃんとお姉ちゃんのおも

ちゃになっちゃってるけど、たくましく

元気に育ってね！

 北  村 　 優  奈 ちゃん  （金井）
きた むら ゆ な

（１歳、H２１．１０．２生）

　優奈ちゃん�お誕生日おめでとう�毎

日成長していく姿を見るのが楽しみで仕

方がないです。元気いっぱいの優しい人

になってね�

 木  内 　 紅  音 ちゃん （王子平）
き うち あか ね

（１歳、H２１．１０．１４生）

　あーちゃん�お誕生日おめでとう！

いっぱいイタズラできるね！これからも

元気にすくすく大きくなってね�

 木  次 　 八  琥 くん（右） （乙女平）
き つぎ は く

（３歳、H１９．１０．２２生）

　　　 赳 
きゅう

 乎 くん （左）
や

（１歳、H２１．１０．２生）

　２人ともお誕生日おめでとう

☆男の子３人兄弟!!たくましく、

元気に仲良く大きくなって行っ

て下さい�

 山  浦 　 侑  大 くん （乙女平）
やま うら ゆう だい

 （１歳、H２１．１０．１４生）

　侑大の手も足もびっくりするくらい力

強くて、将来が楽しみだよ。生まれてき

てくれて感謝!!１歳のお誕生日おめでと

う☆

 金  丸 　 勇  吹 くん （乙女平）
かな まる い ぶき

（１歳、H２１．１０．１５生）

　いぶくん、１才おめでとう。パパもマ

マもお兄ちゃんも、いぶきの笑顔が大好

きだよ�元気に大きくなってね。

 馬  場 　 桜  美 ちゃん （大川）
ば ば おう み

 （１歳、H２１．１０．２４生）

　おうちゃん�初めての誕生日おめでと

う�いつもおうちゃんの笑顔で元気にな

れるよ�これからも、可愛い笑顔で優し

い女の子になってね�

 太  田 　 百  香 ちゃん （片羽）
おお た もも か

（１歳、H２１．１０．２７生）

　もこちゃん１才のお誕生日おめでとう。

かわいい笑顔にパパもママもお兄ちゃん

もメロメロです。兄妹仲よく大きくなあ

れ�

 金  井 　 啓  斗 くん （祢津南）
かな い けい と

 （１歳、H２１．１０．２８生）

　啓ちゃん１歳おめでとう�色々な事が

できるようになって、にいにとも遊べる

ようになってすごいネ～�どんな男の子

になるのかな？すくすく大きくなあれ�

 佐  藤 　 栞  奈 ちゃん （大石）
さ とう かん な

（１歳、H２１．１０．３１生）

　近頃、お兄ちゃんに似て、やんちゃに

なってきた栞奈ちゃん。兄妹仲良く遊べ

る日が待ち遠しいよ！１歳おめでとう�

 若 
わか

 林 
ばやし

　 瑛  仁 くん （本海野）
えい と

 （２歳、H２０．１０．１生）

　えいちゃん�お誕生日おめでとう！い

つも元気に走り回って、パワー全開！２

才も一緒に楽しもうね�
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☆募集します!!☆　
（対象者１１月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふ
りがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添え
て企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるも
のは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いた
しますのでご了承ください。
　締め切りは、１０月１２日 （火） 必着。

 
置
き
引
き
に
注
意

　

市
内
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

で
プ
レ
ー
中
や
農
作
業
中
な
ど
に

置
引
き
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
次
の
点
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
貴
重
品
は
、
肌
身
離
さ
ず
持
っ

て
い
る

○
貴
重
品
と
所
有
者
が
一
定
の
距

離
を
離
れ
る
と
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
、

防
犯
グ
ッ
ズ
が
有
効
で
す

○
貴
重
品
を
持
っ
て
い
ら
れ
な
い

場
合
は

・
ロ
ッ
カ
ー
を
利
用
す
る

・
信
頼
の
お
け
る
人
に
貴
重
品
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、
一
時
的
に

保
管
の
依
頼
を
す
る

・
車
の
ト
ラ
ン
ク
な
ど
車
外
か
ら

見
え
な
い
場
所
に
入
れ
、
カ
ギ

を
確
実
に
か
け
る

な
ど
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
貴
重
品
は
他
の

雑
貨
物
と
一
緒
に
せ
ず
、
貴
重
品

と
し
て
丁
寧
に
単
独
扱
い
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

東
御
市
警
部
交
番

　
　

�　

－

０
１
０
４

６２

　

生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

リリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンン
ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ
とととととととととと
柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿
のののののののののの

 
リ
ン
ゴ
と
柿
の

みみみみみみみみみみ
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
れれれれれれれれれれ
ああああああああああ
ええええええええええ

　
　
　

み
ぞ
れ
あ
え

●
材
料
（
６
人
分
）

　

リ
ン
ゴ 
…
…
…
…
…
… 
1
5
0
ｇ

　

柿 
…
…
…
…
…
…
…
… 
1
5
0
ｇ

　

大
根 
…
…
…
…
…
…
… 
4
5
0
ｇ

　
　
　

酢 
…
…
…
…
…
… 
大
さ
じ
２

　
　
　

砂
糖 
… 
大
さ
じ
１
と
1
/
2

　
　
　

塩 
…
…
…
… 
小
さ
じ
1
/
2

　
　
　

薄
口
し
ょ
う
油 
…
…
… 
少
々

● 
作
り
方

①
大
根
は
す
り
お
ろ
し
て
、
ザ
ル
に

取
り
、
水
気
を
軽
く
切
っ
て
Ａ
を

混
ぜ
る
。

②
リ
ン
ゴ
と
柿
の
皮
を
む
き
、
さ
い

の
目
に
切
っ
て
、
�
を
あ
え
る
。

③
リ
ン
ゴ
の
皮
の
赤
い
部
分
を
せ
ん

切
り
に
し
て
天
盛
り
に
す
る
。

���
Ａ

�

 瀬  戸  山 　
せ と やま

 涼 
すず

 香 ちゃん （赤岩）
か

（２歳、H２０．１０．２生）

　すずちゃん、お誕生日おめでとう�お

姉ちゃんママが大好きで、いつもお姉

ちゃんのマネをしているね�よく笑うす

ずちゃんがみんな大好きだよ�いつまで

も、仲良し姉妹でいてね�

 松  沢 　 璃  空 くん （海善寺）
まつ ざわ り く

 （２歳、H２０．１０．８生）

　りくちゃんお誕生日おめでとう。いつ

もお兄ちゃんやお姉ちゃんの後をついて

あそんでいるネ�元気ですくすく大きく

なってね�

 丸  山 　
まる やま

 琉 
りゅう

 斗 くん （西田沢）
と

（２歳、H２０．１０．１０生）

　琉斗、誕生日おめでとう�毎日、いろ

んな事が出来るようになって、ビックリ

の連続です。２才も元気にいこう！

 青  木 　 壱  優 くん （海善寺）
あお き いち や

 （２歳、H２０．１０．１６生）

　壱優２歳のお誕生日おめでとう�いた

ずら大好きやんちゃ坊主で目が離せない

毎日ですが、元気いっぱいの壱優に感謝

しています。これからも健康で大きくな

あれ�

 小 
こ

 林 
ばやし

　 実  夢 ちゃん（右） （御牧原南部）
み ゆ

　　　 祐  夢 くん（左） 
ひろ む

（３歳、H１９．１０．１１生）
　実夢・祐夢３才おめでとう�来年
には、お姉ちゃんお兄ちゃんになる
２人を見るのが楽しみです。今のま
ま、元気で優しい子に育っていって
ね。

 桜 
さくら

 井 　 幹  也 くん （曽根）
い みき や

 （３歳、H１９．１０．２４生）

　もう3歳になったんだね！お兄ちゃん

になって、たくましくなったけど人一倍

甘えん坊だよね�ピンクの服を拒否する

けど、もう少し着てね�トミカ大好き�

ぶどう大好き�のみきやでした。

 吉  池 　 美  月 ちゃん （県）
よし いけ み つき

（３歳、H１９．１０．２８生）

　お誕生日おめでとう�美月の元気なう

たやダンスは、みんなを幸せにしてくれ

ます。これからも、のびのびすくすく大

きくなってね�
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響
け
！
東
中
サ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

東
部
中
学
校
三
年

　
　
 
深  
井 　
 
真  
央 　

ふ
か 

い 

ま 

お

　

私
達
三
年
生
に
と
っ
て
は
、
最

後
の
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に

向
け
て
練
習
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
た
ち
が
、
全
国
大
会
ま
で
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
悔
し
涙
を
流

し
て
い
た
、
そ
ん
な
姿
を
私
達
三

年
生
は
、
昨
年
も
一
昨
年
も
傍
ら

で
見
て
き
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
の

伝
統
と
実
績
を
継
続
突
破
す
る
こ

と
、
私
達
の
目
標
は
大
き
く
全
国

大
会
出
場
で
す
。

　

十
月
に
は
県
・
東
海
大
会
が
あ

る
の
で
部
員
全
員
で
、
日
々
一
生

懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。
足
の
上

　 
祢
津
方
言
カ
ル
タ
作
り

　
　
　
　
　

祢
津
小
学
校
五
年

　
　
 
塩  
谷 　
 
季  
也 　

し
お 

や 

と
し 

や

　

祢
津
地
区
活
性
化
委
員
の
み
な

さ
ん
と
、
祢
津
方
言
カ
ル
タ
を
作

り
ま
し
た
。
初
め
は
、
方
言
を
聞

い
て
も
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
活
性
化
委
員
の
先
生
方

に
意
味
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
絵
は
柏
原
美
香
さ
ん
に
、
ぼ

く
た
ち
が
お
願
い
し
た
通
り
に
い

ろ
ん
な
表
情
を
し
た
動
物
を
描
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
性
化
委
員
の
先
生
に
、
そ
の

カ
ル
タ
を
製
品
化
し
て
い
た
だ
け

る
と
聞
い
て
、
み
ん
な
で
大
喜
び

で
し
た
。
八
月
二
十
三
日
の
夜
に

は
、
祢
津
公
民
館
で
、
地
域
の
方

々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
カ
ル

タ
の
箱
作
り
を
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

八
百
個
の
箱
が
す
ぐ
に
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
三
十
日
に
は
全
校
の

み
ん
な
で
、
字
札
や
絵
札
を
一
組

ず
つ
に
す
る
た
め
に
札
拾
い
を
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
々
や
全
校
の

み
ん
な
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

カ
ル
タ
を
製
品
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
一
年
生

と
カ
ル
タ
と
り
を
し
ま
し
た
。

げ
方
、
タ
ー
ン
の
仕
方
な
ど
、
最

初
は
部
員
の
呼
吸
が
そ
ろ
わ
ず
に

悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
し
た
。
部
員

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
声
が
出
て
き
て
、
列

が
そ
ろ
い
、
だ
ん
だ
ん
一
体
感
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
キ

レ
の
あ
る
動
き
も
大
切
で
す
が
、

音
も
と
て
も
大
切
な
要
素
で
す
。

今
年
の
曲
は
迫
力
の
あ
る
曲
と
メ

ロ
デ
ィ
ー
の
美
し
い
曲
を
選
択
し

た
の
で
、
雰
囲
気
を
変
え
て
、
楽

し
ん
で
演
奏
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
目
標
に
向
か
っ
て
、

み
ん
な
が
一
つ
に
な
れ
る
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
れ
は
今
私
達
が
マ
ー
チ
ン
グ
を

出
来
る
の
は
、
い
つ
も
校
庭
や
体

育
館
を
使
わ
せ
て
く
れ
る
運
動
部

の
皆
さ
ん
や
、
保
護
者
の
方
々
、

顧
問
の
先
生
は
じ
め
諸
先
生
方
、

地
域
の
方
々
、
そ
し
て
マ
ー
チ
ン

グ
を
受
け
継
ぎ
、
教
え
て
下
さ
っ

た
先
輩
方
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
会
で
結
果
を
出
す
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
陰
で
支
え
て

く
だ
さ
る
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
見
て
い
る
人
に
感

動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
演

奏
・
演
技
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
で
は
東
中
サ
ウ
ン
ド
を
響
か

せ
ま
す
�

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
就

園
前
乳
幼
児
を
対
象
に
、
運
動
や

絵
画
な
ど
の
行
事
を
開
催
し
て
、

市
内
外
の
大
勢
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
頂

い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
新
た
に
１
歳
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
の
集
い
の
場
「
さ
く

ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
」
と
、
心
と
体
の

健
康
の
相
談「
す
く
す
く
相
談
日
」

を
始
め
ま
し
た
。

　

「
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

毎
月
お
誕
生
祝
い
や
親
子
の
触
れ

あ
い
ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ど
し
て
、

子
育
て
の
充
実
感
を
味
わ
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
す
く

す
く
相
談
日
」
は
、
相
談
し
や
す

い
雰
囲
気
作
り
に
努
め
な
が
ら
、

健
康
相
談
を
中
心
に
子
育
て
に
関

す
る
様
々
な
悩
み
を
受
け
止
め
、

き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
市
内
各
地
区
で

独
自
に
行
わ
れ
て
い
る
子
育
て
サ

ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
と
の
繋
が
り
も
深
ま
り
、
活
動

支
援
や
様
々
な
行
事
で
の
連
携
な

ど
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　

幼
児
期
の
様
々
な
経
験
が
大
人

に
な
っ
た
時
、
物
事
の
判
断
基
準

や
人
間
関
係
の
構
築
基
準
に
繋
が

る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
時
期
の
関

わ
り
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
な
が
ら
、
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
木
製
手
作
り
お

も
ち
ゃ
な
ど
、
安
心
し
て
楽
し
く

遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
充
実
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

▲親子で楽しむボールあそび

▲みんな絵本に夢中
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とうみ

　

伝
統
食
や
行
事
食
の
掘
り
起
こ

し
と
し
て
、
実
際
に
作
っ
て
販
売

し
て
い
る
海
野
宿
へ
出
か
け
て
行

き
ま
し
た
。
く
る
み
の
お
は
ぎ
や

そ
ば
す
い
と
ん
、
そ
れ
に
「
じ
ゃ

が
い
も
の
か
み
な
り
」
な
る
も
の

を
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仲
間
と
「
お
い
し
い
ね
。
お
膳
に

す
る
と
上
品
だ
ね
。
海
野
宿
に
合

っ
て
い
る
ね
」
な
ど
と
話
し
な
が

ら
頂
き
ま
し
た
。
お
店
の
人
か
ら

「
く
る
み
を
集
め
る
こ
と
が
大
変
。

し
か
し
、
喜
ば
れ
る
か
ら
が
ん
ば

っ
て
い
る
」
と
伺
い
ま
し
た
。
こ

の
日
も
海
野
宿
は
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
く
る
み
の
お
は

ぎ
は
姑
が
上
手
で
、
中
学
生
だ
っ

た
娘
は
友
達
ま
で
連
れ
て
き
て
、

自
慢
げ
に
食
べ
さ
せ
る
ほ
ど
で
し

た
。
私
は
、
修
行
が
足
り
ず
バ
ァ

ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
未
だ
に
そ
の
味

が
出
せ
ま
せ
ん
。

　

続
い
て
は
、
そ
ば
作
り
実
習
の

話
で
す
。
実
は
会
員
の
中
に
は
、

畑
で
そ
ば
を
栽
培
し
、
石
臼
で
そ

ば
粉
を
引
き
、
そ
ば
打
ち
の
道
具

ま
で
自
作
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が

い
ま
す
。
実
際
に
そ
の
木
製
の
道

具
を
使
っ
て
作
り
方
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
玉
ね
ぎ

・
人
参
・
桜
え
び
の
か
き
揚
げ
を

揚
げ
て
試
食
し
ま
し
た
。
そ
ば
の

風
味
が
引
き
立
ち
、
皆
で
感
激
し

な
が
ら
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

さ
て
さ
て
、
伝
統
行
事
と
食
べ

物
、
供
え
物
は
深
い
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
単
に
調
理
な
ど

の
技
術
の
伝
達
に
偏
る
こ
と
な
く
、

豊
か
な
自
然
や
風
土
の
中
で
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
た
く
ら
し
に
根

付
い
た
�
食
文
化
�
に
つ
い
て
、

「
収
穫
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」
と
食

に
関
わ
り
の
大
き
い
こ
の
季
節
に

深
く
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し

て
、
じ
っ
く
り
と
何
か
を
作
っ
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

会
で
は
、
と
う
み
（
故
郷
）
の

食
で
元
気
な
心
と
か
ら
だ
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
伝
統
食
や

行
事
食
を
現
代
の
食
卓
に
見
合
う

ア
レ
ン
ジ
を
し
た
り
、
現
代
の
食

生
活
に
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
を

考
え
昔
の
食
事
を
取
り
入
れ
て
み

た
り
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
様
々

な
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
会
へ
の
入
会
は
い
つ

で
も
大
歓
迎
で
す
。
懐
か
し
く
楽

し
い
食
事
、
豊
か
な
食
生
活
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

　

食
育
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
入
会
は
、
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
活
動
の

見
学
も
出
来
ま
す
。

【
事
務
局
】

　
　

健
康
保
健
課
保
健
係

　
　

�　

－

８
８
８
２

６４

　

昨
春
に
発
足
し
た
食
育
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
、
地
域
で
採
れ

る
も
の
や
旬
の
も
の
を
使
っ
て
昔
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
を
伝
え
て
い
こ

う
と
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
実
際
に
活
動
し
た
様
子
を
「
食
育
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
会
長
で
あ
る
小
林
妙
子
さ
ん
よ
り
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
す
。

▲

「
く
る
み
お
は
ぎ
」
の
お
膳

▲そば打ち実習のようす

▲旬の食材、季節や行事にまつわる食事について話し合う
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地球にやさしい地球にやさしい
まちづくり

シリーズ ⑥

　

今
回
は
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
て
、
環
境
に
や

さ
し
い
「
エ
コ
カ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

■
エ
コ
カ
ー
と
は

　

現
在
主
流
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
車
の
排
気

ガ
ス
に
含
ま
れ
る
、
ち
っ
素
酸
化
物
や
イ

オ
ウ
酸
化
物
な
ど
は
大
気
を
汚
し
酸
性
雨

な
ど
の
原
因
と
な
り
、
二
酸
化
炭
素
は
地

球
の
温
暖
化
を
進
め
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
車
と
し
て
エ
コ

カ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
カ
ー
は
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出

量
が
少
な
く
、
燃
費
の
う
え
で
も
優
れ
た

自
動
車
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
と
モ
ー
タ
ー
の

両
方
を
動
力
源
と
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

や
エ
ン
ジ
ン
を
使
わ
な
い
電
気
自
動
車
と

燃
料
電
池
車
、
エ
ン
ジ
ン
の
環
境
性
能
を

向
上
さ
せ
た
低
公
害
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

■
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

　

各
メ
ー
カ
ー
で
は
ガ
ソ
リ
ン
に
代
わ
り
、

電
気
モ
ー
タ
ー
や
水
素
燃
料
な
ど
エ
コ
性

能
に
優
れ
た
動
力
を
使
っ
た
様
々
な
エ
コ

カ
ー
の
開
発
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
価
格
が
非
常
に
高
く
、
燃
料
供
給

で
き
る
場
所
も
少
な
い
た
め
、
普
及
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
現
実
の

中
、
普
及
し
て
い
る
の
が
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
」
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
と
電

気
モ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム

で
動
く
自
動
車
で
、
走
行
中
に
自
ら
が
発

電
し
た
電
力
を
動
力
に
す
る
モ
ー
タ
ー
を

併
用
す
る
こ
と
で
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の

負
担
を
軽
減
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
排
出

ガ
ス
削
減
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
運
転
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
や
さ
し
い
運
転
に
変
わ
り
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　

玉
木 
光
子
さ
ん
（
西
宮
）

　

玉
木
さ
ん
は
、
燃
費
が
良
く
環
境
に
も

や
さ
し
い
車
に
し
よ
う
と
考
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
を
購
入
し
ま
し
た
。
購
入
時
の

初
期
投
資
は
大
き
い
の
で
す
が
、
燃
費
は

街
な
か
の
走
り
で
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り　
２５

㎞
、
高
速
道
路
で
は　

㎞ 
も
走
り
ま
す
。

２８

ま
た
エ
コ
メ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
い
て
、
よ

り
エ
コ
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
走
行
音
が
静
か
な
た
め
、

運
転
の
仕
方
も
よ
り
や
さ
し
い
運
転
に
変

わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
車
を
と
て
も
い
い
買
い
物
だ
っ
た

と
語
る
玉
木
さ
ん
は
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
、
段
ボ
ー
ル
生
ご
み
処
理
な
ど
に
も
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
自
分
で
で
き
る
こ
と

は
実
践
し
、
少
し
で
も
環
境
保
全
に
つ
な

が
れ
ば
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
地
球
環
境
に
貢
献
す
る
会
社
で
す
！

　
　
　
　
　

上
田
第
三
木
材
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　

（
上
川
原
工
業
団
地
）

　

会
社
の
方
針
と
し
て
、
な
る
べ
く
石
油

系
の
も
の
を
使
わ
ず
、
自
然
の
も
の
を
使

う
と
い
う
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
発
売

と
同
時
に
社
用
車
と
し
て
導
入
し
、
現
在

は
2
台
目
を
使
っ
て
い
ま
す
。
音
が
静
か

で
最
初
は
物
足
り
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
故
障
も
な
く
燃
費
は
1
リ
ッ
ト
ル

あ
た
り　
 
㎞ 
以
上
の
た
め
ガ
ソ
リ
ン
代
は

２０

従
来
の
３
分
の
1
と
な
り
、
大
き
な
経
費

節
減
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
本
社
は
間
伐
材
を
利
用
し
た
木

造
社
屋
の
た
め
午
前
中
は
ク
ー
ラ
ー
を
入

れ
な
く
て
も
木
が
呼
吸
し
て
い
る
の
で
す

ご
し
や
す
く
、
冬
は
薪
ス
ト
ー
ブ
一
台
で

全
館
暖
房
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

ほ
か
に
、
廃
棄
す
る
木
材
チ
ッ
プ
を
燃
料

に
し
て
木
材
の
乾
燥
を
す
る
な
ど
、
地
球

環
境
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
■
誰
も
が
す
ぐ
に
出
来
る
！

　
　
　
　
　
　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

車
を
離
れ
る
わ
ず
か
な
時
間
、
信
号
待

ち
の
と
き
に
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
「
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」
は
、
環
境
に
優
し
く

省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
速
度

で
走
る
、
急
発
進
や
急
停
止
を
し
な
い
こ

と
も
環
境
汚
染
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
８
９
６

６４

　

運
転
者
の
声
―
―
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　８月２９日、３０日、第７回東御市市民ゴルフ大会が上

田グランヴィリオゴルフ倶楽部で行われ、295名が参

加しました。３０日のプレー後には表彰式が行われ、参

加者が健闘をたたえあい、親睦を深めていました。

《総合》　（新ぺリア方式）

○Ａクラス（グロス　～91）

第７回  東御市市民ゴルフ大会結果

ネットハンディキャップグロス氏　　名順位

68.819.288神村　　学さん優　勝

69.018.087田中　和弘さん準優勝

69.614.484荻原　和幸さん３　位

ネットハンディキャップグロス氏　　名順位

70.222.893五十嵐隆曉さん優　勝

70.222.893上原二三男さん準優勝

70.228.899出沢　岳人さん３　位

ネットハンディキャップグロス氏　　名順位

72.030.0102北澤　利男さん優　勝

73.030.0103岩下　　学さん準優勝

73.030.0103佐野　浩伸さん３　位

○Ｂクラス（グロス９2～１０1）

《シニアの部》

　　優　勝　中田　文隆さん　　（77／7.2／69.8）

《レディスの部》

　　優　勝　原田　茂子さん　　（76／6.0／70.0）

《ベストグロス賞》

　　小林　隆男さん　74

○Cクラス（グロス102～）

第７回  東御市水泳大会結果

記　録学校等氏　　名種　　目　　名

59秒14東部中原田慎太郎さん中学生男子１００Ｍ自由形

１分03秒77東部中原田　彩音さん中学生女子１００Ｍ自由形

26秒01アクティブセンター美齋津拓秀さん一般男子Ａ５０Ｍ自由形 （～39歳）

33秒95アクティブセンター横井　潤二さん一般男子Ｂ５０Ｍ自由形 （40歳～）

42秒23和　小木内　直哉さん小学生５年男子５０Ｍ自由形

42秒91田中小武田　　梓さん小学生５年女子５０Ｍ自由形

36秒41祢津小楢原　　涼さん小学生６年男子５０Ｍ自由形

34秒96祢津小後藤　結花さん小学生６年女子５０Ｍ自由形

56秒60滋野小上田　和希さん小学生５年男子５０Ｍ平泳ぎ

59秒19田中小宮�　香那さん小学生５年女子５０Ｍ平泳ぎ

45秒01祢津小楢原　　涼さん小学生６年男子５０Ｍ平泳ぎ

47秒84祢津小後藤　結花さん小学生６年女子５０Ｍ平泳ぎ

41秒60アクティブセンター高橋　順一さん一般男子Ａ５０M平泳ぎ （～39歳）

44秒07アクティブセンター横井　潤二さん一般男子Ｂ５０M平泳ぎ （40歳～）

１分14秒49東部中原田慎太郎さん中学生男子１００Ｍ平泳ぎ

１分22秒32東部中原田　彩音さん中学生女子１００Ｍ平泳ぎ

　３分29秒74北御牧小小学生５年
男子２００Ｍリレー 山浦　大知さん瀧澤　壮大さん井出　陸斗さん青木　来衣さん

　３分57秒93祢津小小学生５年
女子２００Ｍリレー 小林　永実さん吉澤あすかさん塩川　舞翔さん齋藤　千夏さん

　３分04秒94和　小小学生６年
男子２００Ｍリレー 木内　直哉さん星山　烈哉さん小田中　豊さん冨岡　竜平さん

　３分09秒45北御牧小小学生６年
女子２００Ｍリレー 小宮山更紗さん小林　操奈さん大塚　由香さん岩下香菜子さん

　２分12秒39アクティブセンター中学・一般
２００Ｍリレー 小林　義春さん横井　潤二さん伊藤宗一郎さん美齋津拓秀さん

　８月２８日、第７回東御
市水泳大会が市民プール
で行われました。参加し
た皆さんの力強い泳ぎに
大きな水しぶきが上がっ
ていました。各種目の優
勝者次の通りです。
（記録太字は大会新記録）

スポーツの話題

 「「「「「「「「「「
応応応応応応応応応応
援援援援援援援援援援
ああああああああああ
りりりりりりりりりり
がががががががががが
とととととととととと
うううううううううう

「
応
援
あ
り
が
と
う

ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた
」」」」」」」」」」

　
  
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　 
荻
原
杏
慈
さ
ん

 
柔
道
全
国
大
会
に
出
場

　

８
月　

日
、
札
幌
市
の
北
海
道
立

２２

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

「
第
７
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
」
へ
長
野
県
を
代
表
し
て
参
加

し
、
強
豪
相
手
に
健
闘
し
た
荻
原
杏

慈
さ
ん
（
滋
野
小
５
年
・
東
部
柔
道

教
室
）
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
応
え
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
結
果
は
２
回
戦
で
負
け

と
い
う
残
ね
ん
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
来
年
の
大
阪
に
む
け
て
、

気
持
ち
を
切
り
か
え
て
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

グロス　ハンデ　ネット

グロス　ハンデ　ネット



26（２０１０年１０月）

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

く
ま
の
子
に
よ
る

　

月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

１０�
日
時　
　

月　

日 （
土
）
午
前　

時　

分
〜

１０

１６

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階　

読
書
会
室

�
内
容
・
テ
ー
マ
「
何
が
で
き
る
か
な
」

　
　

絵
本　

「
な
に
を
た
べ
て
き
た
の
？
」

　
　
　
　
　

「
さ
つ
ま
の
お
い
も
」
他

　
　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
ね
ん
こ
ろ
り
ん
」

　
　

紙
芝
居
「
こ
ん
ぴ
ゅ
う
た
ろ
う
」

　

月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１０

１５

（
※
第
2
金
曜
日
が
特
別
整
理
日
に

　
　
　
　

あ
た
る
た
め
変
更
に
な
り
ま
す
）

�
場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

図
書
館
だ
よ
り

10月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

21

9�����3

16151413��10

2322212019�17

3029282726�24

31

◆
一
般
書

�
子
ど
も
を
ふ
つ
う
に
育
て
た
い

　
　
　
　
　
 
…
…
…
…
… 
長
山　

康
生
・
著

�
う
ま
っ
！
食
べ
る
ラ
ー
油

　
　

身
近
な
素
材
で
つ
く
る　

分
レ
シ
ピ

１０

　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
五
十
嵐　

美
幸
・
著

�
ひ
そ
や
か
な
花
園 
…
… 
角
田　

光
代
・
著

�
先
生
の
あ
さ
が
お 
…
… 
南
木　

佳
士
・
著

�
炎
天
の
雪　

上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
 
…
…
… 
諸
田　

玲
子
・
著

◆
児
童
書

� 
す
い
は
ん
き
の
あ
き
や
す
み

　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
村
上　

し
い
こ
・
作

�
さ
す
ら
い
の
猫　

ノ
ア
の
伝
説

　
　
　
　
　
 
…
…
…
…
… 
重
松　
　

清
・
作

�
市
立
第
2
中
学
校
2
年
C
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日
月
曜
日

１０

１９

　
　
　
　
　
 
…
…
…
… 
椰
月　

美
智
子
・
作

�
カ
エ
ル
も
ヒ
キ
ガ
エ
ル
も
う
た
え
る

　
　
　
 
…
… 
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
・
作

�
い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ

　
　
　
　
　
　
 
…
… 
い
も
と　

よ
う
こ
・
作

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

 
図
書
館
発

  
今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

　

世
紀
版
少
年
少
女
文
学
館　

２１
　
　
　
　

（
全　

巻
・
講
談
社
）
よ
り

２５

�　

巻　

平
家
物
語　

上

１１

吉
村　
　

昭　

著

�　

巻　

太
平
記

１４

平
岩　

弓
枝　

著

　

現
代
の
有
力
文
筆
家
た
ち
が
、
い
ま
の
言

葉
で
つ
づ
る
日
本
の
古
典
で
す
。
辞
書
が
無

く
て
も
親
し
み
や
す
い
現
代
文
が
、
古
典
の

世
界
を
い
き
い
き
と
再
現
し
て
い
ま
す
。
カ

ラ
ー
の
挿
絵
も
一
流
の
画
家
の
作
品
で
す
。 

　

児
童
書
の
分
類
で
す
が
、
読
者
を
限
定
す

る
の
は
も
っ
た
い
な
い
図
書
で
す
。
読
書
の

秋
、
ぜ
ひ
古
典
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

 　

月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

１０【
よ
い
絵
本
】

　

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
よ
り
、「
第

2
5
回
よ
い
絵
本
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
る
絵
本
の
中

か
ら
、
こ
れ
ぞ
、
と
い
う
絵
本
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

・
第　

回　

よ
い
絵
本

２５
社
団
法
人
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会　
　
　

絵
本
委
員
会：

編

・
図
書
館
に
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
絵

本
た
ち
も

蔵
書
し
て

い
ま
す
の

で
、
お
気

軽
に
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 
図
書
の
特
別
整
理
期
間
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
、
図
書
の
蔵

書
点
検
の
た
め
の
特
別
整
理
期
間
を
設
け

ま
す
。
館
内
の
図
書
を
１
冊
１
冊
点
検
し
、

不
明
本
が
な
い
か
、
正
し
い
位
置
に
あ
る

か
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
休
館
と
な
る
た
め
、
図
書
の

貸
出
し
や
予
約
が
で
き
ま
せ
ん
。
返
却
は
、

玄
関
前
の
�
返
却
ボ
ッ
ク
ス
�
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
上
田
地
域
図
書
館
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
館
（
エ
コ
ー
ル
）
は

通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
出
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

� ��������
特別整理期間
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地
震
や
豪
雨
、
全
国
各
地
で
発

生
す
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、

９
月
５
日
に
市
内
全
域
で
地
震
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
各
区
住

民
を
は
じ
め
、
消
防
団
、
日
赤
奉

仕
団
、
交
通
安
全
協
会
、
市
内
企

業
な
ど
か
ら
約
４
、
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
駿
河
湾
沖
を
震

源
と
す
る
大
地
震
に
よ
り
、
市
内

に
も
甚
大
な
被
害
が
出
た
想
定
で

行
わ
れ
、
避
難
訓
練
や
初
期
消
火

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
に
は
花
岡
市
長
が
本
部

長
と
な
り
災
害
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
、
各
区
や
関
係
機
関
と
の
情

報
伝
達
や
避
難
誘
導
な
ど
の
流
れ

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た

八
重
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
上
八

重
原
区
・
田
楽
平
区
・
中
八
重
原

区
・
山
崎
区
・
下
八
重
原
西
部
区
・

下
八
重
原
東
部
区
・
芸
術
む
ら
区
・

白
樺
区
・
羽
毛
山
区
・
牧
ヶ
原
区

の　

区
の
皆
さ
ん
が
避
難
し
ま
し

１０
た
。
そ
の
後
、
消
防
署
員
と
消
防

団
員
が
協
力
し
て
行
っ
た
負
傷
者

救
出
訓
練
を
見
学
、
消
火
器
や
水

バ
ケ
ツ
で
の
初
期
消
火
訓
練
、
土

の
う
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
家
具
の
転
倒
防
止

対
策
や
避
難
用
具
の
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▲信州佐久ドクターヘリも訓練に参加

▲水バケツリレー

第 16話　花束より料理？
男女共同参画プラン推進委員会  

今
、
若
い
男
性
た
ち
で
も
気
楽
に
参
加
で
き
る
料
理
教
室
が
増
加
し
て
い
ま
す
！

　

東
部
中
学
校
創
立　

周
年
記
念

５０

事
業
の
一
環
と
し
て
、
創
立　

周
５０

年
記
念
実
行
委
員
会
に
よ
り
記
念

碑
が
建
立
さ
れ
、
９
月　

日
に
関

１０

係
者
が
集
ま
り
記
念
碑
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
碑
は
、
正

門
か
ら
正
面
玄
関
へ
行
く
途
中
、

皆
の
目
に
留
ま
る
場
所
に
建
て
ら

れ
、
校
訓
の
「
一
以
貫
之
（
い
つ

を
も
っ
て
こ
れ
を
つ
ら
ぬ
く
）」が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

除
幕
式
で
は
、
実
行
委
員
長
の

若
林
弘
樹
さ
ん（
中
屋
敷
）が
「
二

年
越
し
で
進
め
て
き
た
こ
と
が
形

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
に
は
、
校
訓
を
人
生
の
指
針
に

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
滝
澤
宏
行
校
長
は
「
創
建
当

時
の
地
域
の
先
輩
た
ち
の
思
い
を

大
切
に
、
節
目
を
迎
え
ま
す
ま
す

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
記
念
事
業
と
し
て
、
学

芸
発
表
会
に
併
せ
て
記
念
式
典
を

開
催
し
、
式
典
ま
で
を
掲
載
し
た

「
記
念
誌
」
の
発
行
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

記
念
誌
は
、
平
成　

年
か
ら
の

１２

卒
業
写
真
や
学
校
の
様
子
を
ま
と

め
、
一
般
向
け
に
も
販
売
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、　

月　

日
発
行

１０

１８

の
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
下
さ
い
。

▲記念碑を囲み記念撮影

▲建立された記念碑
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

 
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
よ
る

  
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
�

 
身
に
覚
え
の
な
い

 　
　

メ
ー
ル
へ
の
対
処

　

懸
賞
・
占
い
・
着
う
た
・
ゲ
ー

ム
・
様
々
な
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ

ト
な
ど
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
ア
ド
レ

ス
の
登
録
を
し
て
い
る
場
合
に
、

別
の
サ
イ
ト
か
ら
身
に
覚
え
の
な

い
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
を
収
集

す
る
こ
と
を
目
的
で
作
ら
れ
た
サ

イ
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ア

ド
レ
ス
を
悪
用
さ
れ
な
い
よ
う
、

登
録
す
る
際
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
必
要
の
な
い
メ
ー
ル
や
、
サ
イ

ト
運
営
者
の
素
性
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
安
易
に
開
封
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
サ
イ
ト
に
関
す
る
情
報
を
検
索

し
、
悪
い
評
判
が
あ
る
な
ど
怪

し
い
と
感
じ
た
場
合
は
ア
ド
レ

ス
を
登
録
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
「
３
分
以
内
に
メ
ー
ル
を
さ
せ

る
」、「
突
然
カ
ー
ド
な
ど
が
送

ら
れ
他
の
カ
ー
ド
な
ど
を
揃
え

さ
せ
る
」、「
相
談
に
乗
る
」
な

ど
の
指
示
に
も
安
易
に
応
じ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
出

会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
接
続
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

サ
イ
ト
を
利
用
す
る
と
、
使
用

料
の
ほ
か
ポ
イ
ン
ト
購
入
費
に
つ

い
て
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

架
空
の
請
求
で
あ
る
例
も
た
く
さ

ん
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
に

　
　
　
  　
　

ご
用
心
！

　

無
料
と
思
っ
て
い
た
サ
イ
ト
の

確
認
画
面
に
は
、
小
さ
く
有
料
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。「
は
い
」「
い
い
え
」、

「
Ｏ
Ｋ
」「
Ｃ
ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｌ
」
ボ

タ
ン
の
表
示
画
面
で
は
、
規
約
の

内
容
を
よ
く
理
解
し
判
断
し
ま
し

ょ
う
。

　

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

東
京
に
住
む
姉
が
、「
認
知
症
」

と
診
断
さ
れ
て
３
年
余
。
２
人
の

息
子
夫
婦
に
世
話
に
な
り
な
が
ら

介
護
施
設
に
入
居
し
て
い
る
。
行

動
障
が
い
は
無
く
、
自
分
の
こ
と

は
全
て
自
分
で
出
来
る
が
、
知
的

能
力
の
低
下
が
激
し
く
、
近
々
の

こ
と
を
全
て
忘
れ
去
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

　

「
暑
っ
つ
い
ね
ー
。
毎
日
、
何

し
て
る
？
」　

分
前
に
電
話
が
あ

３０

っ
た
ば
か
り
な
の
に
…
。「
さ
っ

き
も
電
話
く
れ
た
け
ど
、
立
て
続

け
に
何
の
用
事
だ
い
？
」「
私
、

さ
っ
き
電
話
し
た
っ
け
か
？
バ
カ

に
な
っ
ち
ま
っ
て
困
る
わ
い
？
」

　

１
日
に
５
回
も
６
回
も
電
話
を

掛
け
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
何
回

も
電
話
が
掛
か
っ
て
く
る
と
、
不

快
感
む
き
出
し
に
語
気
を
荒
げ
て

対
応
し
て
し
ま
う
。
高
齢
で
、
認

知
症
で
あ
る
姉
の
「
人
権
」
を
無

視
し
て
対
応
し
て
い
る
。
横
で
妻

が
、「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
、

お
姉
さ
ん
に
は
通
じ
な
い
よ
！
」

と
…
。
妻
の
言
う
通
り
で
あ
る
が
、

姉
弟
と
い
う
身
内
関
係
か
ら
か
、

理
想
的
対
応
が
で
き
な
い
。
私
の

否
定
的
対
応
に
「
も
う
、
死
ぬ
ま

で
電
話
な
ん
か
掛
け
な
い
！
」
と
、

怒
っ
て
電
話
を
切
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
。
そ
ん
な
時
は
、
ど
ん
な

気
持
ち
で
姉
は
電
話
を
切
っ
た
の

だ
ろ
う
？　

ま
る
ご
と
受
容
し
、

聞
き
入
れ
て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
…

と
反
省
し
な
が
ら
、
姉
に
申
し
訳

な
い
こ
と
を
し
た
と
胸
が
詰
ま
る

思
い
に
な
る
。
そ
し
て
、
人
権
意

識
の
低
さ
、
人
権
感
覚
の
乏
し
さ

を
痛
感
し
、
人
権
同
和
教
育
指
導

委
員
も
「
失
格
」
だ
と
思
え
て
し

ま
う
。

　

認
知
症
は
誰
で
も
発
病
す
る
可

能
性
が
あ
り
、　

歳
以
上
の
4
人

８５

に
1
人
は
「
認
知
症
」
だ
そ
う
で

あ
る
。
他
人
事
と
思
っ
て
い
た
認

知
症
…
。
姉
の
発
病
に
よ
っ
て
他

人
事
で
な
く
な
っ
た
今
、
改
め
て

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

を
深
め
、
認
知
症
で
あ
る
姉
の
人

権
を
意
識
し
た
電
話
の
対
応
が
出

来
る
よ
う
人
権
感
覚
を
磨
き
、
認

知
症
ケ
ア
の
出
来
る
よ
う
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
痛
切
に
思
う
昨

今
で
あ
る
。

　
『
か
ん
た
ん
に

　
　
　

お
金
を
稼
ぐ
』

  
そ
ん
な
誘
い
に
は

　
　
　
　
　

疑
い
を
！

　

こ
の
世
の
中
、
労
せ
ず
し
て
お

金
稼
ぎ
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

高
額
な
講
座
や
商
品
の
契
約
を

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
街
頭
な

ど
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
誘
い
や
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
、
ま
た
、
１

日
で
で
き
る
仕
事
の
案
内
、
懸
賞

当
選
の
通
知
、
名
義
貸
し
な
ど
の

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
た
っ
た
１
日
で
○
○
万
円
も

儲
か
る
！
」「
カ
ン
タ
ン
な
仕
事
で

稼
げ
る
！
」
そ
ん
な
話
が
有
り
得

な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
全
国
的

に
被
害
を
受
け
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
の
で
す
。
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
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とうみ

ラ
マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
に
出
演
し

て
い
た
「
パ
ク　

ヨ
ン
ハ
」
さ
ん

の
自
殺
問
題
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
Ｃ

Ｃ
を
は
じ
め
、中
国
、日
本
な
ど
の

各
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ

た
）。

　

自
殺
の
原
因
は
と
て
も
複
雑
な

も
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
韓
国
で

は
そ
の
中
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
影
響
に
注
目
し
て
い
る
。

2
0
0
8
年
に
亡
く
な
っ
た
女
優

「
チ
ェ
・
ジ
ン
シ
ル
」
さ
ん
の
自

殺
問
題
に
つ
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
上

で
の
悪
質
な
書
き
込
み
が
こ
の
自

殺
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
と
認

め
、
関
係
者
２
人
を
逮
捕
し
た
。

同
時
に
ネ
ッ
ト
上
で
の
書
き
込
み

に
つ
い
て
法
的
に
規
制
す
る
「
チ

ェ
・
ジ
ン
シ
ル
法
」
が
作
ら
れ
た
。

　

今
日
、
多
数
の
ネ
ッ
ト
社
会
で

は
仮
名
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
、

根
拠
の
な
い
「
批
判
性
書
込
み
」

が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
副
作
用

は
と
て
も
深
刻
な
も
の
で
、
今
後

こ
れ
に
つ
い
て
の
教
育
啓
発
が
必

要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
強
く

感
じ
て
い
る
。
や
さ
し
い
気
持
ち

で
向
き
合
え
る
、
ネ
ッ
ト
社
会
も

含
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
。

〜
韓
国
芸
能
人
の

　

自
殺
か
ら
考
え
る
こ
と
〜

　

2
0
1
0
年
８
月　

日
の
ブ
ラ

３０

ジ
ル
の
有
力
日
刊
紙
で
は
、
韓
国

の
自
殺
率
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
殺
人
率

よ
り
高
い
と
報
告
し
た
。
こ
の
新

聞
は
、
去
年
の
韓
国
の
自
殺
者
が

1
4
、
5
7
9
人
で
、
こ
れ
は
人

口　

万
人
当
た
り　

人
が
自
殺
し

１０

３０

た
の
と
同
様
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

　

・
2
人
を
大
き
く
超
え
た
と
伝

２５え
た
。
ま
た
、
日
本
の
人
口　

万
１０

人
当
た
り　

人
の
自
殺
者
数
よ
り

２６

も
多
い
と
示
し
な
が
ら
、
従
来
自

殺
率
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
日

本
よ
り
韓
国
が
深
刻
だ
と
記
事
を

ま
と
め
た
。

　

確
か
に
、
今
日
の
韓
国
社
会
で

は
自
殺
が
複
雑
な
問
題
を
解
決
し

て
く
れ
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
芸
能
人
に

よ
る
自
殺
問
題
は
、
世
界
各
地
か

ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
（
韓
流
ド

 
や
さ
し
い
気
持
ち
で

　
　
　
　

向
き
合
え
る

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　
　
　

重
要
性
②

�

 稲  葉   久  美  子  保健師
いな ば く み こ

 
ここ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

　
　

食
事
の
時
間
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

「
食
欲
の
秋
」、
食
欲
が
増
し
、
体

重
増
加
が
心
配
と
感
じ
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
過

度
の
体
重
増
加
防
止
の
た
め
に
は
、

食
事
量
に
注
意
し
、
運
動
を
心
が

け
る
こ
と
の
他
に
、
食
事
時
間
に

気
を
つ
け
る
こ
と
も
有
効
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
体
の
リ

ズ
ム
に
合
っ
た
食
事
量
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

  
①
朝
食
・
昼
食
を

　
　

し
っ
か
り
食
べ
る

　

体
重
増
加
防
止
の
た
め
に
は
、

夕
食
を
多
く
摂
り
す
ぎ
な
い
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
単
に
夕
食
を

抑
え
る
の
で
は
な
く
、
朝
、
昼
食

を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
朝
食
欲
が
な
い
方
は
、
牛

乳
や
果
物
な
ど
、
と
に
か
く
何
か

を
口
に
入
れ
る
こ
と
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昼
食
は
お
に

ぎ
り
な
ど
の
炭
水
化
物
の
み
で
は

な
く
、
サ
ラ
ダ
や
脂
肪
分
の
あ
る

お
か
ず
な
ど
を
プ
ラ
ス
し
、
腹
持

ち
の
い
い
食
事
を
意
識
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

  
②
間
食
を
上
手
に
す
る

　

夕
方
は
、
消
化
・
吸
収
機
能
が

１
日
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
夕

方
に
強
い
空
腹
を
感
じ
る
の
も
こ

の
た
め
で
す
。
午
後
７
時
頃
に
夕

食
を
摂
る
の
が
理
想
で
す
が
、
働

い
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
難
し

い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
空

腹
を
感
じ
て
も
、
夕
食
ま
で
我
慢

し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
慢
せ
ず
に
、

少
量（
目
安
は
2
0
0
k
c
a
l
）

で
も
、
腹
持
ち
の
い
い
も
の
を
間

食
す
る
こ
と
で
、
夕
食
の
量
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
帰
宅
が

遅
く
な
り
そ
う
な
時
に
は
、
食
べ

物
を
用
意
し
て
お
く
の
が
お
す
す

め
で
す
。

  
③
夜
食
は

　
　

食
べ
過
ぎ
な
い

　

午
後
９
時
以
降
は
、
心
身
の
活

動
が
低
下
し
ま
す
。
夜
に
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
う
と
、
余
っ
た
カ
ロ
リ

ー
を
消
費
し
き
れ
ず
に
脂
肪
と
し

て
体
に
蓄
積
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
寝
て

い
て
も
体
が
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し

よ
う
と
活
動
す
る
た
め
、
熟
睡
出

来
に
く
く
な
り
、
満
腹
感
を
翌
朝

ま
で
持
ち
越
し
、
朝
食
の
欠
食
に

つ
な
が
り
ま
す
。
も
し
、
午
後
９

時
以
降
夕
食
を
と
る
場
合
は
、
野

菜
中
心
、
脂
肪
分
の
少
な
い
も
の

な
ど
、
軽
く
す
ま
せ
る
こ
と
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

  
④
食
べ
過
ぎ
て

　
  
し
ま
っ
た
場
合
は
…

　

「
夜
の
食
べ
過
ぎ
を
減
ら
す
」と

言
っ
て
も
付
き
合
い
や
、
た
ま
に

は
気
に
せ
ず
食
べ
た
い
時
も
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
そ
の
前
後

合
わ
せ
て
３
日
間
は
普
段
以
上
に

食
事
に
気
を
配
り
、
帳
尻
を
合
わ

せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

我
慢
の
し
す
ぎ
も
ス
ト
レ
ス
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

体
の
リ
ズ
ム
に
合
っ
た
食
事
量

を
心
が
け
、
食
欲
の
秋
を
楽
し
く

送
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
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〈広告欄〉　

 １０月の納税 （納期限１１月１日）
�市県民税（普通徴収）（３期）

�国民健康保険税（普通徴収）（５期）

�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（４期）

�介護保険料（普通徴収）（４期）

こちら119（東御消防署）

前 年 比１月からの累計

＋１０件103件12件件数

＋１４件129名19名傷者

＋１名２名１名死者

市内交通事故統計　８月分　　　　　　

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の８月の出動件数＝

火災　０件（９件）　救急85件（721件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成2１年８月平成22年８月

34.1℃（１２日） 37.5℃（２４日） 最高気温

15.6℃（25日） 20.2℃（30日） 最低気温

23.9℃　　　　26.8℃　　　　平均気温

68.1％　　　　73.3％　　　　平均湿度

72.0㎜　　　　113.5㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

８月31日現在

　　　私は、今年の4月15日に売買契約し土地を購入、

　　所有権移転登記も5月15日に済ませました。今年

の固定資産税はどうなるのでしょうか。

　　　本年度の固定資産税は、平成２２年１月１日現在

　　において、登記簿に所有者として登記されている

方に課税されますので、あなたが購入した土地の固定

資産税の納付は、平成23年度分の固定資産税からとな

ります。

　　　私は、家屋を昨年売却し、所有権移転登記を昨

　　年に済ませましたが、今年になっても課税されて

いる家屋があるのはなぜでしょうか。

　　　家屋が所有権移転登記された場合、登記に基づ

　　き翌年度から新しい所有者の方に課税します。た

だし、家屋は登記されていない場合もありますので、

そのような未登記の家屋につきましては、今まで通り

課税されてしまう可能性があります。

　このような場合はお手数ですが、「未登記家屋所有

者変更届書」により市に届出をしていだくようお願い

いたします。届出人は新しい所有者の方となり、届出

の際は所有者を変更したことがわかる書類（売買また

は贈与の場合は契約書、相続の場合は遺産分割協議書

の写し）を添付してください。

　●問い合わせ先
　　税務課資産税係　�62－1111 （代表）

問

答

問

答

固定資産の所有権移転をしました。
どうなるの？　どうするの？
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とうみ

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
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ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
３
R （
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

を
ご
存
知
で
す
か

　

私
た
ち
の
大
量
生
産
、
大
量

消
費
、
大
量
廃
棄
の
社
会
の
あ

り
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、

環
境
に
多
く
の
負
荷
を
か
け
、

ご
み
の
埋
め
立
て
処
分
場
不
足
、

石
油
な
ど
貴
重
な
資
源
の
枯
渇

も
心
配
さ
れ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
生
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
状
か
ら
、「
天
然

資
源
の
消
費
量
を
削
減
し
つ
つ
、

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
を

実
現
し
、
環
境
負
荷
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
し
た
社
会
（
循
環

型
社
会
）」へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
循
環
型
社
会
形

成
の
た
め
実
践
し
て
い
く
べ
き
、

頭
に
「
Ｒ
」
が
つ
く
次
の
こ
と

が
ら
を
３
Ｒ
と
い
い
ま
す
。

１
、R

e
duce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
　

廃
棄
物
の
発
生
抑
制

　

物
を
大
切
に
使
い
、
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
よ
う
。

２
、R

e
use

（
リ
ユ
ー
ス
）

　
　

製
品
・
部
品
の
再
使
用

　

使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使

お
う
。

３
、R

e
cy
cle

 
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
　

再
生
資
源
の
利
用

　

再
び
資
源
と
し
て
利
用
し
よ

う
。

　

今
月
は
、
３
Ｒ
推
進
月
間
で

す
。
国
で
は
、
３
Ｒ
推
進
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
る
た

め
、
毎
年　

月
を
「
リ
デ
ュ
ー

１０

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
月
間
（
略
称：

３
Ｒ
推
進

月
間
）」
と
定
め
、
広
く
国
民
に

向
け
て
、
普
及
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

よ
く
環
境
へ
の
配
慮
と
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
言
葉
を
聞

き
ま
す
が
、
実
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
前
に
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
を
優
先
す
る
と
い
う
の
が

３
Ｒ
の
考
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
、
ま
ず
は
ご
み
減

量
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈広告欄〉

○　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の　

年

２０

６０

４０

間
に
、
保
険
料
の
未
納
や
年

金
制
度
へ
の
未
加
入
な
ど
が

あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
満

額
受
給
で
き
な
い

○　

歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金

６０の
受
給
資
格
期
間（
2
5
年
）

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
年
金

が
受
給
で
き
な
い

　

こ
の
よ
う
な
方
は　

歳
以
降

６０

も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

を
満
額
に
近
づ
け
た
り
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
権
を
確
保
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
任
意
加
入
」
と
言
い

ま
す
。

 
任
意
加
入
で
き
る
方

　

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
は
任
意
加
入
で
き

ま
す
。

①　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

６０

６５

　

た
だ
し
、　

歳
ま
で
任
意
加

６５

入
し
て
も
年
金
受
給
資
格
期
間

を
満
た
せ
な
い
方
で
、
昭
和　
４０

年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
に
限
っ
て
は
、　

歳
ま
で
任

７０

意
加
入
で
き
ま
す
。

②　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
年
金

２０

６０

保
険
料
の
納
付
月
数
が
4
8

0
月
未
満
の
方

③
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
方

④
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ

受
給
し
て
い
な
い
方

 
手
続
き
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　

持
ち
物

　

・
年
金
手
帳

　

・
印
鑑

　

・
預
金
通
帳

　

・
通
帳
の
届
出
印

※
共
済
組
合
加
入
期
間
や
海
外

居
住
期
間
等
が
あ
る
方
は
、

ほ
か
に
も
必
要
な
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
小
諸

年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
諸
年
金
事
務
所

　

�
０
２
６
７－

　

－

１
０
８
０

２２

　

市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
係

　

�　
－

１
１
１
１ （
代
表
）

６２

  
任
意
加
入
を
し
て
年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
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“ふぞろい”でも“味ぞろい”
第１９回巨峰の王国まつり

　９月１８日・１９日、東御中央公園一帯で第１９回巨峰
の王国まつりが開催されました。今年は、春からの
天候不順により房に大粒・小粒が混じる｢親子巨峰｣
が発生し、当日は｢房や粒はふぞろいでも味ぞろい｣
と書いたラベルを添えて販売されていました。試食
では｢甘い。味は変わらない｣という声が聞こえ、ど
の販売コーナーも買い求める方の列ができていまし
た。他にも、楽しいステージイベントや地域の味覚
や特産品がそろった｢おらが味横丁｣など、２日間で
約４万人の来場者でにぎわいました。

（２０１０年１０月）

　東御消防署に勤務する黒澤 大  一 消防士長が、８月２７
だい いち

日、京都市消防活動総合センターで行われた｢第３９回
全国消防救助技術大会・ロープブリッジ渡過｣で都道
府県を代表する５０名の強豪たちを相手に５位入賞を果
たしました。ロープブリッジ渡過は、水平に張ったロ
ープを、スタートから折り返し点まで （20メートル）
を往復。往路はセーラー渡過、帰路はモンキー渡過で
渡り、その安全性と所要時間を評価するものです。黒
澤さんは今春から通常訓練とは別に特別訓練を重ね
「今回の経験を業務にも生かしたい」と話していました。

おらほの方言　楽しく学ぶ
祢津地区｢方言カルタ｣を作成

　地域独特の文化である方言を地区に残していこう
と、祢津地区活性化研究委員会（倉嶌忠行会長）と
祢津小学校が協力して｢方言カルタ｣を製作しました。
親しみやすいものになればと、昨年より委員会と祢
津小学校の現５年１組が製作を進め、児童たちが読
み札になる文句を先に発行された方言の冊子より選
抜し、絵札のイメージも決めました。８月３０日には、
祢津小の全校児童が札組み作業を行い、８００組のカ
ルタが完成しました。カルタは、市内の小学校や保
育園、公共施設などに配布される予定です。

東御消防署黒澤さん
全国大会で５位入賞

太陽をいっぱい浴びたホップの収穫
振興公社が収穫体験を開催

　8月28日、信州東御市振興公社の主催でホップ畑の収穫体
験が開催されました。市内外から29名の参加者が地ビール
レストラン近くのホップ畑で収穫体験を行いました。参加者
は晴天の下、汗だくになりながら畑の棚から切り落とされた
ホップのツルから、丁寧に実を摘んでいました。小林常務取
締役は「こうしたイベントを通して、湯楽里館や地ビールレ
ストラン一帯が地域の人たちの憩いの場になってほしい」と
話していました。
　ここで収穫されたホップを使った｢秋仕込みインディア・
ペールエール｣が、9月17日より湯楽里館などで販売になっ
ています。

黒澤さんの訓練風景▼

セーラー渡過

▼モンキー渡過

▼

札組みでは一枚ずつていね
　いに拾っていった

▲観光大使の渡辺大五郎さ
　んより巨峰のプレゼント

　好評だった
▼おらが味横丁

▲ホップの実をていねいに摘み取る参加者たち

完成した ▼
　カルタ　
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

９
・　

▼
親
子
ふ
れ
あ
い
ナ
イ
ア
ガ
ラ

１２

狩
り（
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
・
出
場
）

　
　
　
　

第　

回
コ
ト
ヒ
ラ
杯
ス
ポ
ー

１０
ツ
少
年
団
野
球
大
会
（
コ
ト

ヒ
ラ
工
業
㈱
本
社
グ
ラ
ウ
ン

ド
）

９
・　

▼
市
営
住
宅
伊
勢
原
団
地
A
棟

１４

建
設
工
事
起
工
式
・
安
全
祈

願
祭
（
建
設
現
場
・
常
田
）

９
・　

〜　

▼
第　

回
か
く
ま
祭

１７

１８

４４

　
　
　
　
　
　

（
北
御
牧
中
学
校
）

　９月５日に塩尻市文化会館で行われた第５２回長野県合唱
コンクールに出場した、とうみ混声合唱団が厳しい審査を
受け銀賞を受賞しました。代表の赤堀峰晴さんは｢仲間た

ちと気持ちを１つ
に合わせ、ハーモ
ニーを作り上げる
ことが合唱のだい
ご味。練習に協力
してくれた文化会
館の皆さんにも感
謝している｣と話
していました。

気持ち合わせて　銀賞受賞

（２０１０年１０月）

地区全体で祝う　敬老の日
　９月２０日、ふれあい体育館で北御牧地区敬老会が敬老会
実行委員会の主催で行われました。実行委員長の武井袈裟
美さん（地区区長会長）は「敬老の日を地域全体で考え、

盛り上げていきた
い」とあいさつし
ました。演芸の時
間では、北御牧小
学校児童や北御牧
中学校生徒の音楽
演奏などが行われ、
参加した皆さんは
手拍子をしながら
楽しんでいました。

　９月４日、中央公民館で子育てフェスティバルすくすく
ひろばワン・ツー・スリーが行われ、大勢の親子連れが来

場しました。お
もちゃ作りや様
々な遊びの体験
のほか、手作り
おやつの紹介・
試食コーナーが
用意され、子ど
もたちの楽しそ
うな声が会場中
に響いていまし
た。

見て！遊んで！楽しんだ

　９月１日、市消防団東上田部、田沢部、上八部の消防ポ
ンプ積載車が更新され、引渡式が東御消防署で行われまし

た。荻原伸幸団
長より車両が引
き渡されると、
参加した団員の
皆さんは規律正
しい号令、動作
で車両に乗り込
み、機能試験に
臨んでいました。

消防ポンプ積載車引渡式

　８月７日に湯楽里館下約３００ｍのカーブで発生した交通死亡
事故について、現地診断が９月３日に事故現場で行われました。
上田警察署や市警部交番、上田安全協会、県上小地方事務所、
地元区など約２５名が参加し、上田警察署より事故発生時の状況
の説明を受けたあと、事故現場の問題点等について現地診断を
行いました。現場での診断終了後、和コミュニティーセンター
に移動して対策が協議されました。現場のカーブは幅員が十分
にあるため、かえってスピードが出やすいという問題点があが
り、啓発看板の設置やカラー舗装などの要望が出され、今後対
処方法を検討していくことになりました。

悲惨な事故の問題を検証
交通死亡事故現地診断を実施

▲現場で事故状況の説明が行なわれた
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▼
今
月
号
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
の
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
し

た
。
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
取
材
先

な
ど
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
花

壇
の
花
も
あ
と
僅
か
だ
と
思
う
と
寂

し
い
気
が
し
ま
す
▼
９
月
２
日
、
滋

野
保
育
園
で
行
わ
れ
た
園
児
と
地
元

老
人
会
の
皆
さ
ん
の
�
花
見
会
�
へ

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
６
月
に
一
緒
に

植
え
た
花
た
ち
が
咲
き
誇
る
花
壇
の

前
で
交
流
会
が
行
わ
れ
、
仲
良
く
手

を
つ
な
ぎ
花
を
楽
し
み
、
全
員
で
花

壇
を
囲
み
元
気
に
歌
を
歌
っ
て
い
ま

し
た
。
▼
花
を
眺
め
る
姿
を
写
真
に

収
め
て
い
る
と
「
キ
レ
イ
に
咲
い
た

で
し
ょ
」「
毎
日
水
く
れ
が
ん
ば
っ
た

よ
」
と
い
う
園
児
た
ち
の
誇
ら
し
げ

な
声
が
聞
こ
え
、
花
が
一
層
鮮
や
か

に
見
え
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,505世帯（－１１）

総人口

31,664人（－１２）

男 15,567人 （－９）

女 16,097人 （－３）

（９月１日現在）

人の動き

転入  74人（＋４）

転出  81人（＋２１）

出生  20人（±０）

死亡  25人（＋５）

 ※カッコは８月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています




